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第 8 葦 宗 教 と 民 俗

1 社 寺

(1) 神 社

表 8- 1- 1 成羽町の神社一覧

神 社 名 所在地 社 格 祭 日 氏子 祭 神 創立年月日

疫 神 社 天王様 成 羽 村 社 12月 1日 68戸 索議場神 天文2年 8月13日慶安 3年 4月

伊井諾神社 権現様 山 本 無格社 12月 2日 24戸 伊井諾尊 .伊井用尊

森 神 社 王子様御前様 西 枝 無格社 11月29日 34戸 天忍槌耳命

稲 荷 神 社 佐 原 無格杜 11月23日 23F1- 倉稲魂命

八千Jk∵神社 佐々木下 目名 村 社 11月20日 21戸 大国主命 .奥津彦命典韓艇命 .椎産丑命栃 l傭神社御 前 神 社 村 社日定村吐 10月22日11月29日 700声48戸27戸 晶多和気命 .愈相魂令 .火雷神高苗命 .大山牡命頻田彦命

山 田 神 社 神宮様 11月3日 天照大神 .豊愛大神

天 津 神 社 氏神様妙見宮天神横山王様 11月23日 天御中主神 .高星彦埋神 .神星彦宙神

御 前 神 社 11月19日 217戸 伊邪那岐命

天津 神社 下 原 村 社 10月23日 2ー5戸 天御中主命 .高星彦霊命 .神星彦虚命 満治 4年 7月和銅年間

木野山神社 上目名小 泉相 阪 村 社村 社 11月20日 7戸 大己や神

大 倉 神社 11月20日 JlL 大倉主命

愛 宕 神 社 1月24日 JkL 貞珂過突智命

高即席神社 10月12日 1g)戸 応神天皇外十柱

清砂場 神社山 神 社 11月20口5月一日 40声 応神天皇外八桂金山比古神外弐桂

中野 神 社 無櫓祉 11月23日 50戸 癖田彦大神外十柱

天満 神社 村 杜 日月22日 loo帝 菅原道真

布 寄 神 社小坂 神 社 村 社村 社 1一月25日11月14口 12F)戸18戸 天照大御神大山抵命応神天皇神 t功皇后善鳴命 .寄相田姫命大年神少彦名命大山抵神

省戸山神社 山王宮 羽 根 村 社 ー1月26円 36戸 大山抵神 .某議場命

諏訪 神社 長 地 村 杜 日月18El 63戸 美槻須々莫命 .八坂刀売命



川上郡鼓によると,各社祭神の主なるものは,索墓場尊,大己骨命 ,応神天皇 (神功皇后中哀天

皇),之に次いで山神,天御中主神大鼓神,8和魂命,菅公である.川上郡には,神社は全部で,

591社あり,神名は 171柁あるが,これはいくつかに大別できる｡成羽町も川上郡の一部とし

て,この特徴の一端を担っていると考えてよいだろう｡

(a) 出雲系に属するもの

イ･素養帖増 ロ.大己貴命 ,I.菅公 二.諏訪 ホ.稲田姫 へ.串代主命 卜 伊邪部美

チ.少彦名命

(b) 大山抵系

(C) 海 神 系

(d) 高天原系

イ･天御中主神 p･応神天皇 へ 諾神 こ.日神 ホ.境田彦 へ.経津主 ト.武茸田

チ･天忍耳怨 .)･天見屋根尊 芦･彦火火出見尊 ル.思兼命 ヲ.敬遠天皇 ワ.神武天皇

(e) 実業に関するもの

イ･稲倉魂命 U･大蔵神 ノ､.字迦之御魂神 こ,大穴神 ホ.大御食神 へ.保倉神

ト.若年神

(∫)迦臭突智神

(6･吉備氏関係

(h) 耗 他

成羽町には全部で20余 りの神社があるが,そJ)中から,大元八幡神社,疫神社.天鵬神社,伝

口八幡神社,高専八幡神社の5つを取 りあげ紹介してみよう.

日 大元八幡神社

この神社の由掛ま,｢天文の頃,≡

村修理大夫官親,生国信州より勧請,

爾来,歴代城主の崇敬厚 く万治の軒守

として維新頃まで経営にあたる｡当時

村々には氏神がなかったが,八幡造営

の後,羽根村,蝋数村-≡王宮,目名

村-御前神社等を柁り,その他支配中 ;

の六ケ村 (成羽,目名,福地,下原,

羽山,凧数)の大氏神としたo (神社

庁資料)｣とある｡明治 40年 (19

07),錬幣烏料指定村社岡山県令第

写貞 8- I- 1 大元八幡神社

34号となり･昭和 3年 (1928),郷社に列せられている○祭神は,仲夏天皇,神功皇后 ,応

神天皇外四柱であるo現在氏子は 700戸程であるが,宗教法人法により完全に組轍化されており,

総代会をはじめとして種々の取 り決めがなされているO行事 としては, '月 1日の元旦祭 , 4月29

日の春の大祭,6月30日の大破舞.7月 10･11日の夏祭 り,10月 15日の例乳 11月 23日
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の秋祭り,12月 3日nr大成祭であるO中でも,大赦襲というのは,氏名と生年月日をかいた人型

をつくり,これで自分のからだをこすり,全てのけがれをこの紙に移 して神様に託すというもので

ある｡宝物に,寛永年間に山崎家治の納めた御神休 (二毛厨子阿弥陀如来一休)と神位一面,神刀

二振 (出雲守吉武作,備前長船作)がある｡また.この神社は絵馬殿が有名で,その中には,寛文

8年 (1668)持田金太夫直好奉納 itiる慢 馬園や野生群馬臥 獅子狗犬図,校鷹囲,海図,鳳

風図等,数々の秀作がそろっている｡

2) 疫神社

通称,天皇神社 ,天皇さま,あるい

は抵固天皇と呼ばれている｡祭神は菜

議場尊命｡名のとおり,疫病に効く神

社であるとされている｡位掛ま成羽山

本で,古墳の上に建っていると言われ

ている｡氏子は苗の山本地区に,現在

は左原地区も合わせて68戸である｡

文書に,｢天正突酉年六月( )

国中疫病流行二日 天下太平領内安全

度年退除之大祈祷 三村紀伊守之発願
写fi 8- 1-2 疫 神 社

ニ依 り 仝年六月十三日ヨリ 七日間

執行ス (神社庁祭料)｣とある｡この時の宗恥こ.茅の輪くぐりをし,くしぎしのお供えをする.

また祭時のおわりに氏子全員が ｢オウ｣と大声するとあるOくしぎしのお供え物は,竹ぐLを三叉

にし,その1本に2個ずつ柿,葉,芋を刺して供える｡三叉の中心に芋を刺すときは瑞には柿,柿の

ものには粟,乗のものには芋をつけるのである｡現在では行われていないo茅の倫 くぐりは,茅で

直径2mぐらいの輪を作り,それを氏子がぐぐって厄はらいをするもので,祭時のあと氏子が少し

ずつ持ち帰 り,軒下などにつるして厄ばらいとする｡

3) 天満神社

中村大字小泉字天神に奉紀されているが,本社の由来

を按ずると,往昔の火災のため社殿は焼失し,社記宝物

等はすべてなくなったのだが,境内にある県下無双の大

杉が奉祀の古さを示している｡一説には,延文年中 (1

356- 1360)の創建と伝えられている｡この 3本

の大杉は岡山県下最古の巨樹群と言われ,それぞれの (

目通りのまわり及び樹高)を示すと.&掛まく9.3桝及

び23m),b杉は (7.6m及び 19m〉,C掛まく4･

79m及び25m)であるo中でもa杉は樹令 J000

年を越えるとも言われている｡本社は,大正六年 (i9

17) 8月 21日,本社境外摂社無格社国司神社を合札
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し,同年 11月 28日には幣南供進社に指定されている｡本社に秘蔵する宝物として.勅使御沙汰

I.q写,御触御条目,除地御証文,神鏡一面,長刀二振,剣二握がある｡

4) 辰口八幡神社

当社の由来は,古老の口碑に伝えら

れたものによると次のようである｡弘

安 2年 (1279) 6月,豊後国 (大

分県宇佐市)苧匪八幡宮より徴玉串を

斎き帰 り本村字竜口山に鋲座 した｡応

永5年 (1394) ,更に辰口山に遷

したが ,天保 11年 (1840)焼失

し,弘化3年 (18 46)に再興 した｡

社格は,明治 6年 (1873) ,村

社に列せられている｡また,大正 4年

(19 15) 5月 ,神社法人法のあお

りをうけて次の神社を合紀 している｡
写環 8- 1- 4 辰 口八幡 神社

天神社,大山下山神社 ,流王水分神社,越山天王神社 ,天津妙見神社,豊岡神社,本山荒神社 .

塩合神社,清滝神社,諏訪神社 ,七村神社.上記神社に鎮座さられていた摂社,末社を含む二十

四社｡

御祭神は,応神天皇 ,仲哀天皇,神功皇后,大山隈神,水分神,菅原神であり,また若宮社には

神主西家金五良吉時命以下 12名の祭神が把られている｡氏子は現在 140戸程であるが,それで

も銅山の最盛時には 200戸程もあったということである｡行事としては,1月 1日の歳旦祭, 4

月 3日の祈年祭 , 7月 28日～ 29日の夏祭, 11月 2日～ 3日の例祭, 11月 15日の七 ･五 ･

三祭 , 12月 3日の新嘗祭 , 12月 31日の越年寮 とある｡夏祭 りでは,今でも輸くぐりが行なわ

れている｡また毎月 1日～ 15日には月次票が催されているそうである｡

ところで,当社はおもしろいことに,宮の方角が坂本の町に背を向けた形になっていることに気

がつく｡この程由としては,広島県東城から坂本 .吹屋-と続 く経済 ･文化の流通経路と鵬適 して

その入口となる西の方角をむいているものと思われる｡

去る昭和 53年 12月 3日には鎮座 700年率純鉄が素行された｡

5) 商等八幡神社

西の宵とも呼ばれるo宝軌 2年 (771)縄串山に勧甜されたという.｢延宝 2年 (1674)
6月 12日夜,拝殿に僧 と争いを生 じ,以来各地に転社の為め争論ありし時,何ものの所行か不思

議に御12葛 ,吹屋村百姓,吉三郎の所有する山村に飛行 したり｡以来今の地に範座 し給 う (神社庁

汽料)｣という記載がある｡当時 ,神仏混合で,神社に寝泊りしていた僧と不祥事があり,その浄

化を目的として移転問題が起ったのであろう｡吹屋は,銅山で栄えた町であったのだが,神社がな

く,高梁帯がその調停を行ったが,吹屋は天領でもあり,町の勢力も強く,宮を移転させることが

できたのであろう｡現在の社駿は銅山の最盛期 ,早川代官時代に建てられたため.立派な造 りであ
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る｡屋根は,流れ屋根の大社造 りで,石州大工の姓遠に

よるものであろうと言われている｡祭神は,応神天虚他

八柱｡吹屋に位rtLTL,氏子は丸山,北方,征乳 失声に

120戸樫である｡

(2) 仏 閣
写顛 8- 1-5 高 車 八幡 神 社

備中地方に存する仏閣の多くは,足利時代または徳川時代に創立されたもので,当時仏教興隆の

余波を受け,あるいは名将が人心収茄策として建立 したものである｡特に川上郡は岡山全県的な宗

教傾向とは興 った特異な憤向を示 している｡まずそれについて少し触れる｡

岡山県Fの総仏組数は 1487守で,その内わけは,天台宗 248,真言宗 6 17.浄土宗 49,

臨済宗 183,先発宗 4,真宗 94,日産宗 188であ-)た｡これを川上郡について見ると,天台

宗 13,真言宗 22,共宗 11,曹洞宗 46,晦済宗 1,日浬第 6となっているoそこで各宗派数

の比を見ると,哲洞宗等の多さに注目させられる｡この理由をいくつかの寺の旺倍は,明確な理由

は明らかではないが,と前WLきしながらも,次のようなものをあげた｡

(a) 新釈仏教としての勢い｡

(b) 新見市の西釆寺の影響｡ 西来寺派が多い.
(C) 江戸幕府のキリス ト教取り締まり政策の-茄｡

また,成羽町の仏閣には後期山崎氏との結びつきが深いものが多く見られるが,それらとも的避

させつつ以下いくつかの仏脇を示す｡

1) 西之坊

｢西之坊｣の正式名称は,｢放光山安畢額院常楽音西之Fu'｣であるが,｢RI'楽等｣の方は忘れら

れ,この地方では西之坊が通り薪となっている｡昔は束藩山東之坊もあったという｡Tl:言宗の寺で

あり,現在は大覚寺を本山としているが,もとは仁和寺が本山であった｡本掛 ま右に観世音菩薩,

左に勢至菩薩,中央に阿弥陀如来という弥陀三ヰ敗ICある｡本堂の天井は, 108の薬葛の絵が描

かれた ｢栴天井｣となっている｡このミtiは成羽娩主山崎氏の祈祷寺であったため祈祷所が残ってい

る｡祈祷所には不動明王がおさめられているが.普段は見ることができない｡祈祷所礼には ｢桧扇
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袈 8- I- 2 成羽町の仏閣一光

山 号 名 称 所 在地 宗 派 創 立 年 月 日 噺 家 数 本 尊

準 E故山柄 隆 山 桂粒 :T-i屯見 守 下 原下 原 曹洞宗真 言宗 寛永 15年 9月永禄 2年 3月 12日 140戸300戸 聖観世音菩薩

松土 山 本 光 寺 下 原 日蓮 宗 十界歯吹如来

松 以 山 tE玄 -!f 下 原 江 宗 宝永 3年 6月

春 秋 l.LJ 氾樹 寺 成 羽 曹 洞宗 腰長元年 4月宝永 3年 2月

放 光 山 西 之 坊 成 羽 茄 言責 阿弥陀三尊

来 迎 山 I__Lt用坊 上 目名 其 冨 宗 200戸 無位寿如来

銅 所 山 漣 汰 aL; 坂 本 酉 洞宗 詑永 12年 9月 150戸 地蔵

若 松 山金 鉱 山金 光 山 延 命 寺朋 栄寺本 数 寄 吹 屋吹 屋吹 屋 曹 洞宗真 宗 永正 2年 2月正保 3年 3月正徳 4年 3月 110戸120-130/→ 日面観世音菩薩阿弥陀如来

玉 樹 山 首 教 寺 中 野 真 宗 50戸 阿弥陀如来

円通 山 観 音 寺 小 泉 酉 洞宗 31戸 木造望観立像

徳 亀 山 東 福 寺 市 布 曹 洞宗 70戸 釈迦

範逝 山 長 松 院 長 地 曹 洞宗 茂永 11年 3月 18戸 釈迦

域松 LU 放題 寺 小 泉 真 宗 天正 2年 8月 】5日慶長2年 3月 80戸 阿弥陀如来阿弥陀如来砧 滝 山松 王 山 浄 福 寺南雲 等泉 竜寺 布 寄布 寄市 布 真 宗共 宗真 宗 150p60戸
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開 山 開 基 本 山 (本 尊 )

宝蔵院日慈上人朴門玄磯長伝乾岩雷峰大塚祐玄 三村修理之進元親革瞬芳 具足山妙顕寺のち お頭会 .釈迦 .立教開宗全 .施銀塊

身延山久遼寺仁和寺のち大農寺 日蓮上人命日正月 .盆 .煩離流 し (鮎餓 )

仁和寺のち大党等永平寺西本新奇 修正会.彼岸法要.蜜徒捉まいり.盆法要.施餓腕二.彼岸法要 .正月の用意惨正会 .釈迦威El.彼岸会 .釈迦誕生の日 .お盆 .施餓醜会 .成道会朽木八郎岩国長伝 大般若教 .利趣分数を読む .お盆 .施餓腕年頭法要 .報恩講法要 .盆法度

並静良 本麻寺 修正会 .彼岸会 .孟肺盆会法要

字玄頃和尚祐忍 永平寺 無住寺故年四回の寺参 り

洞末寺永平寺西本朝等西本麟寺 正月 .盆 (先祖供養 .家円安全)正月.永代教彼岸.盆.お七夜 .報恩講



図8- I- 1 成羽町の神社 ･仏閣の分布
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に四ツ目｣の山崎氏の家紋がある｡

由緒は不詳である｡しかし,本堂の

欄間は ｢竹の欄間｣と呼ばれるもので
これは室町時代に発達 したものである｡

また,この寺の光明真言は天文一永禄

年間 (1532- 1569年)のもの

であり,仁王門金剛力士像は鎌倉期の

ものであると言われている｡この仁王

門は郡内でただひとつ唐破執造りであ

ったが,現在ではこれを造れる大工が

いないということで唐破乳にはなって

いない｡

母家は旧成羽町内に 300戸｡行Igf

は特別なものはないが,この地方での

燈油流しは西之坊から始まったという｡

また,昔はこの寺でも全勝を行ってい

たが,山崎豊治の時代から行われなく

なったという｡昔は本堂と仁王門わき

の神敷地との間に川が流れており,そ

の川で身を浄めて会陽を行っていた｡

しかし豊治の代で田を増すために川を

現在の位置に流すようにしたため,そ

れとともに会除も行われなくなったと

伝えられる｡

写媒 8-1- 6 西 之 坊 全 景

写兵 8- 1- 7 西 之 坊 の 格 天 井

写夷 S - I-8 西 之 坊 の 祈 祷 所 写共 8- 1-9 西 之坊 の祈 初f所
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写井 8- 1- 10 西 之坊 竹 の欄 間

写頁 8- 1- 11 西 之坊 の仁 王門

2) 桂臓寺

曹洞宗の寺.城主山崎氏の菩提寺であった.寺の名も

山崎家治の法名桂巌院から取られており,初代豊治,二

代義方,九代森高,十代益柄,十一代治tE,十二代治塩

など成羽で夕E去 したものを葬 ってある｡また家臣のよも

残っている｡

万治元年 (1659年),豊治によって今治大仙寺の

佳堂淳芳和尚を迎 え等が開かれた｡

城主の菩提寺であったためその造 りにも特徴があり,

城主の位牌を納めてある位仲里は火災の時には本堂と切

り離せるようになっている｡
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写第 8- i- 13 桂 巌 寺 の位牌 堂

3) 屯泉寺

真言宗の寺である｡善通寺を本山とする｡!己家教 300

(町内250)戸｡

『竜泉寺史話 』によると,縁起は ｢楢陰山光明醍竜泉

寺は,人皇第四十五代聖武帝の御宇天平四年 (730年)

僧行基の開別と伝えられ,薬師如来および日光月光十二

神将を奉安せらる｡降って大同年間弘法大師巡錫のみぎ

り,聖辞世音菩薩を刻彫安置せらる｡現木像にして絵材

一木彫成の立像,弘仁仏の傑作とさる｡術後時を足るこ

と幾星霜,境内に元享四年 (1324)五月二十五 日道

立にかかる弥陀三尊 一 阿弥陀像および観音,勢至種字

- ｢両親菩提乃至法界平等利益｣の供養方柱辞建つb一

昭和三十三年四月十日,岡山県重要文化財に指定さる｡

-古陣建立ののち十年,後醍醐帝の元弘三年 (133時 )

権僧正果仁入山,法性を樹々中興の礎石をおくC当山は

元山麓にあり,寛政二年 (790年)祝融の禍にあい,

JT ･､[- L L｣

写央 8- 1- 14 施 泉 寺孝 子
の砕

第二十三世全馬法印現在の寿城を和し,一代の問に伽藍の蚤宮に当たる.中興以来現在に至るまで

世代を経ること三十三世,令法久住の霊域として今日に至るO｣とある｡

しかし.当LLFの開基および現本尊の制作寺については充分な歴史的確証を得たものとは言い難い｡

また竜泉寺には,宝島専任職寂厳 (1702- 1771)寄附の毘沙F.1像,軽の六枚罪乳一双,

など宝物も多い｡

4) 延明等

曹洞宗永平寺の末寺で永正二年 (1505)の関山と伝えられる｡後,江戸時代に朽木八郎岩国

によって再興されたといわれる｡朽木八郎岩国は福知山城主であり,敗掛 こよって息子ふたりを失

い,その菩提を弔うため八十八カ所を巡る途中当寺に滞在したo橋本屋に宿をかり,その夢枕に十
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一面観音 (延明寺の本か)が立ったという伝説がある.

岩国の去碑といわれるものもあり,難柄を治すという信

仰の対象ともなっている｡岩国についての止砕な記述は

ないが,'先進二年 (I750年)あるいは元和五年 (1

616年)に亡 くなったという記がある｡また,開祖と

しては洞松寺から全翁玄機大和尚 (I635年亡)を迎

えている｡

当寺の本軌ま十一両観世音菩薩である｡西岡宗では釈

迦を本韓とするのであるが,もと天台宗もしくは末吉宗

の寺であったのを四洞宗の寺にする際,本j5をそのまま

引き継いだのであろうと思われる｡子分寺も多く,宇治

の養福寺,浬福寺,向月寺,新見 ･地蔵寺 .坂本 ･遵法

等などで,こうした寺の多くは延明寺三世久壷舜長が開

祖となったものであるO 写主'18- 1- 15 延 命 寺門

鹿家は 1I0戸であるが,この寺は吹屋銅山と結びっ

きが深く,銅山般盛時には200- 300戸であったと言われる｡当寺の手水鉢には ｢北方白石大

深谷誠中行脚｣の文字があり,草保年rulのものである｡また,六世の頃,銅山経営にあたっていた

泉尾 (後の住友)が釣 り位を寄進 しており,銅山繁栄のありさまを偲ばせる｡

行lLBとしては,1月15日大般若経 ,利趣分経をよむ. 8月施餓鬼供琴を行う.備中西国十番寺

である｡

5) その他の等

成羽町内には口述宗の掛 ま本光専一カ寺のみである｡もとは仰中高松析水寺の寺であったが,柿

水家が滅亡する前に当地に移ったという言い伝えがある｡五代目住職の時,火災で焼失,元禄2年

3月 (1689年)庵明寺と合併 ,再建立されたため,現在まで庵明寺の本格をまつっているo現

在は身延山久遠寺の正折となっているが,音は具足山妙顕彰の刀王寺であった｡備中には妙鏑等派の

寺が多く,33カ寺ある｡備前の妙純音派 3,妙覚寺派 21カ寺とは対照的である｡

天台宗の寺も-力寺のみである.付近の人々に ｢大きな松のある寺｣として知られている千寿院

であるoこの寺は山崎氏の祈祷寺であり,桶家はもたない.後期山崎氏が丸ilhより移 った際,不動

醍,誠出院とともに移転 してきたものである｡

真宗の寺は田河宗についで多いo小泉の共宗の寺,教蓮寺は備後教区の奥祖 (13カ寺)のぴと

つである.敏徒が奥祖を回り本山より出された仏教課題を研究するという活動を現在行っている.

また,成羽町市布の浄福寺でも仏教研究会を開いているようである.市有にはもうひとつの其宗の

寺,泉商寺がある｡この寺の開祖は大坂 (阪)河円の大塚村出身大塚祐玄である.楠木正成の臣で

後醍醐天皇が隠岐に流される途中放され,この地に住みついた人であると言い伝えられる｡本寺は

広島三田の仏照寺であるが,現在はか ､.

成羽町内では曹洞宗の寺が一番多い｡その理由としては,矢掛の洞松寺,新見の西釆寺など近 く
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に有力な寺が多いということがひとつあげられる｡成羽

町内でも洞松寺を本寺とする寺がほとんどである｡延明

寺の開阻全翁玄横大和尚は洞松寺から来ており,万福寺

の開祖乾厳君噂も洞松寺から迎えられている｡また.永

平寺の僧,月宗宗胡 (元禄 9年- 1696年亡)は西果

寺の開祖徳翁良行の師であり名筆で知られるが,2カ寺

にその事を残している｡ひとつは万福寺の ｢麻三斥｣の

啓,もうひとつは源樹寺の門の額である｡

成羽城主山崎氏との関係の深い寺としては,先の西之

防,桂巌寺,天寿院があるが,正玄寺も山崎氏と国魚の

ある寺である｡山崎氏が丸亀から移って来た時に-掛こ

移ったものである｡正玄寺についての記述を古記から,

下に記す｡

-.間取寿覚院卜云寺-宝照院ノ建立ノ寺也#正玄寺
写臭 8- 1- 16 源樹 寺門

ト云一向寺 家臣ノ寺也二倍寺家治備中ヨリ肥州天草へ所替ノ時引料等過之然ルニ天草二不

来而後同.国松山ノ領地へ引越テ今等覚院正玄寺正蓉寺 卜改 有 り豊治謀州ヨリ備中へ所替ノ

時錐顧対面不受之其後野党院ノ､再三使節見豊治今成羽二有之正玄寺-前ノ正玄寺ヨ1)家臣本

尊ヲ取戻シ閑宗寺 (一向宗)ト云寺二安置シ令改正玄寺 卜今説州二在之等覚院卜云寺-家治

取替以後別二建立ノ寺ナリ (西之坊蔵)

なお,正玄寺は山崎家の家臣団の寺であった｡

写其8 - 1- 17 正 玄 寺
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(3) 銅山との関係

成羽町内には吹屋 ,坂本,小泉と大きな銅山があり,昔は大変な繁栄ぶ りであった｡そのため寺

神社ともその勢表と無関係ではない｡たとえば,寺の名称で,金鉱山銅栄寺,銅湧山蓮法寺などが

坂本 ,吹屋に見られる｡神社の方では鉱山の神を祭る山神社がある｡

噂家数,氏子数を見ると.吹屋 ･延明寺では般盛期に200- 300戸あったものが現在は110

戸 ,本数寺では 120- 130戸から17戸に減少している｡坂本 ･蓮法寺では文化文政時代に60

- 70声,吉岡銅山の栄えた明治には170戸～ 180戸に増え,現在は 150戸というように変

化 している｡神社では坂本 ･辰口八幡神社で最盛期に400戸,現在 140戸 となっているoいず

れも鉱夫が各地から集まり,臨時磨家 ,氏子となったためであろうと思われる｡

吹屋,延明寺住職の託では,鉱夫に説教 し,犯罪人を減らし,仕事の維革を上げる役目を寺が持

っていたということだ.この寺の釣鍬 ま享保の頃に銅山経営にあたっていた泉屋が寄附 したもので

ある｡他にも銅山経営にあたったものが寺社に寄付 している例は少くない｡吉岡銅山では,三菱柴

本が銅山経営にあたっている頃 ,蓮法寺の石垣造 りなどに寄進 している｡

吹屋の山神社は鉱山の神大山低神を経 っている｡本殿の扉には中央に十六弁の菊の紋章,それを

はさんで左右に,代々銅山経営に関係 して来た大塚家の紋がある｡菊の紋は鉱山関係の神社にはよ

く使われている｡銅山繁栄の頃は祭もにぎわったという｡また.高専八幡神社が高梁丸山から吹屋

に移転 したのも銅山の関係でこの地が天領となっていたため,町の勢力が強かったためであるとす

る見方もある｡上記の山神社と同じく銅山の最盛期に社殿が造られたため,建物は立派である｡

(中井智子 ･花田雅子)
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神社庁資料

私立川上郡教育金偏 『川上郡誌』

成羽町教育委員会崩 『成羽史許 』 昭和 39年

岡山県編 『岡山県の歴史 』 昭和 43年

竹内明照著 『葡泉寺史話 』

2 民俗 と年 中行事

年中行事というのは,一つの社会船団が一年の間にきまったある時期,または特定の日時に毎年

くり返 しておこなう特殊な行為のことであり,Ln村では,塵掛 こ基づ くものが多かった｡豊豊新生活

上の必然の要求による,いわゆる艮耕儀礼が年中行事となっていったのである｡そしてそれらが農

村の共同体的生活統一の大きな要田の一つであった し,生活の重要な折目であった.ところが,盟

村の近代化,生活様式の変化,生活の簡素化により.人々の生活に定常 していた行事も変容せざる

をえなくなり,今では数多くの年中行事がすたれてしまっている｡人々の迎碍感が治れてしまった

ことも年中行事がすたれてしまった一因と思われる｡

ここでは,すでに過去のものとなった行群も含めて,成羽町の年中行事について,調べられた限

りを記 したいと思う｡
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(11 正月の行事

1月 1日

若水迎え｡

男が谷川または井戸-行き,しめ飾りをつけた柿と手柄を持って ｢福をくむ,徳をくむ,幸 をく

む｣と唱えて若水をくむ｡その水を使って雑煮を煮る｡水道が普及 してからは,ほとんど行なわれ
ていない｡朝,かまどの火を大豆がらでたきつける｡これは ｢まめにな りますように｣という意味

である｡

一般に門松は立てない｡神棚,家の出入口にはしめ抱を張 り,松を立て,こんぶ,はんだわら,

いわし,みかん,ほし柿を吊り下げる｡

1月2日

仕事はじめ｡

作り初め｡か ､初め｡鍵い初めo男は年の小牧の引き瀬や前緒やぞうりを作り,女は袋物を縫 う｡

子供は宙き初めをしてともに神に供える｡

1月4日

仏正月｡

餅を焼き初めして,きなこ餅にし仏様に供える｡

1月7日

ナノカビ｡

セリ･ナズナ ･3'ギ雪中 ･,､コベラ ･ホ トケノず .スズナ･スズシロの七草を入れ 餅を入れた雑

炊を作 り神に供えて食べる｡

1月11日

鍬初め｡大鋸初め,ヤL/求-0

農家は,田に出て 12鍬打ち,そこに御幣を立てるD未明の苗代田に出て,明きの方を向いて大

声でヤL,ポ1.ヤL,ポーと呼びかけ,田を3線打って帰る.牛で引いてもよい｡

1月14日

お飾りおろし｡ トソド｡

朝,お飾りをおろして,夕方,部落ごとに持ち寄って解 くO子供達は,岱き初めを燃や し,習子

が上手になるように折 った｡このとき敢餅を竹にはさんで焼き,これを食べるとかぜをひかないと

いう｡

小豆がゆを食べる｡

ゴリゴリ｡

子供達がわらで作った馬を持って来て.緑雌をコトコトいわしてかくれて待っていると,餅を 3

･4個入れてくれる｡現在は行なわれていない｡

1月15日

トンドを14日にするところが多いが, 14日におろした飾りを15日に トソドするところもあ
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る｡

1月20日

二十日正月｡

餅をついて,休業する0

2月1日

送 り正月｡

(2) 春から定の行申

2月上旬

節分｡

夕方大豆を抄 って一升ますに入れ福は内,鬼は外といいながら家の回 りを豆をまいて歩 く｡自

分の年の数だけ抄った大豆を食べる｡竹の串にいわしの頭をさし,これを母屋,納屋,便所など

の出入口にさして魔よけにする｡地方によってはまだやっている｡

3月3日

桃の節句｡

昔は旧暦 3月 3日であったが,-･7スコミなどの彫智で 3月3日に行なう. ところによっては 1

月おくれの4月 3日に行なう｡桃の花と夢餅を神棚に供え,ひな人形を飾る｡昔は,旧暦の3月

4日に_S箱にごちそうをつめてお花見に行っていた｡

3月下旬

彼岸｡

春分を中日とする7日間を春の彼岸という｡彼岸の入 りに基掃除に行き,彼岸の中日に基参 り

をするo彼岸Efl子 (よもぎ団子)やオ-ギを作って供え,食べる｡

社日｡

春分と秋分に最も近いツチノエの日をいう｡部落の者が集 り,地神祭をする｡田 ･畑に入れな

いo

卯月8日

花祭｡

釈尊の誕生日で,寺で甘茶をもらい家に持ち帰って飲むOこの甘茶で塁をす り掛 こ｢茶｣とい

う字を壱いて柱元-逆さに張っておくとムカデがでないという｡昭和初期まで行なわれた.

5月5日

端午の節句｡

旧暦 5月 5日に行なっていたが,最近は新暦 5月 5日に行なうところもある｡笹の葉でチマキ

ダソ3'やかしわ餅を作 って食べるo古帝とよもぎをたばねて軒にさし魔除けに した｡菖蒲瀞｡

シPミテ

苦は田植は近所同士が共同作業をしていて.田植が終わるとシPミテと称 して休んでいた｡う
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どんやすLなどのごちそうを作って食べ,一家中が休む｡

6月1日

ろっかつびてい｡

けんびき燐とLbて,小麦粉を練ったものにあんを入れてだんCをつくり,み上うがの葉で包ん

で焼いたものを作って食べる｡その他にうどんを食べるところもある｡

虫送り

ずい虫の卵を集めて村境まで持って行って棄てて帰る｡稲の青虫を追い払うために行なわれた

ものであるが,今はまったく行なわれていない｡

6月31日

夏越 し祭｡

輪くぐりをする｡かやでつくった鶴をくぐり罪 .けがれを清める｡神社によって日にちが異な

る｡

7月7日

七夕｡

旧暦7月7日に行なっていたが,現在は一月おくれの8月7日に行なう｡幼稚園や学校などで

は 7月 7日に行なっているoSE竹に短冊や色取を結びつけたものを飾り,きゅうり･なすびなど

を供えるOくみ川をかえたり,牛 ･馬を川に入れて洗う｡

(3) 盆の行事

8月 7･8日

基掃除をする｡

8月13- 15日

盆｡

稗田棚をつくり蓮の葉を敷いて供え物をするC供載=ま米,そうめん,野菜,果物,お菓子など

である｡ 13日の夕方墓参 りをし,迎え火と言って基の前で肥松をたく｡ 14, 15日と基に参

る｡15日の晩,麦わらでつくった井目こ供物をのせ,肥松をたいて川に流すC成羽川でとうろう流

しをしていたが2- 3年前から禁止されている.吹尾では川がないので送 り火は山のすそにおい

て帰る｡寺では施餓鬼棚をつくり,施餓鬼会を行なう｡

(4)秋から冬の行革

9月 13日

めいぐんち｡

大豆 ･粟をゆでて食べる｡さと芋雑炊を供える｡

9月下旬

彼岸｡

秋分を中日とする7E]間を秋の彼岸という｡苛の彼岸と同じ0
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9月 9日 (旧暦)

菊節句｡

菊花,粟の飯を神前に供えるO

秋まつり｡

米の収穫を祝 うまつりでおみこしが出る｡成羽町の北部では渡 り拍子がある｡花がさをかぶっ

た子供達が,おみこしを先導 して行くのである｡これは広島県東城方面から伝わったのではない

かと思われる｡

亥の子｡

10月初の亥の日に餅を焼いて神前に供えるO子供は.夕方から石を縄でくくって,｢いの子
の肴に祝わん者は,鬼生め蛇生め.角の生えた子を生め｣と唱えながら引っ張 り合 って地をつく｡

各家の庭先でつき,銭や餅をもらう｡ 50- 60年 くらい前まで行なわれていた｡十駿にはこの

日にコクツの開け初めをする｡

冬至｡

かばちヤを食べると中恥こかからか ､という.また,なすのからで亀呂をたいて入るとかぜを

ひかないという｡

i2月 13日

正月コト-ジメ

わらでしめ縄をなう｡竹をけずり箸をつくる｡これは家族が 1年中使 う箸である｡

このころから正月の準備が始まる｡ I2月 25日から29日ごろまでに餅つきを終 え,この頃

に大掃除をする｡大晦日には,つごもりそばを食べ,イpリの火が絶えないように位ずの番をす

る｡

以上が成羽町の年中行事である｡この中で.現在,実際に行なわれている行事は数少ない｡昔は

こんな行事があったということさえも忘れられてしまっているのではないだろうか｡とてもさみ し

い気がする｡いかに世の中が合理的になったといえども,先祖の遺産である年中行事は,受けつい

で行きたいものである｡

最後に,この レポー ト作成にあたり,多 くの方々からの御協力が得 られたことを深 く感謝 したい｡

(中司裕子)

3 冠 婚 葬 祭

冠婚葬祭の見習は,昔はどこの地方でもその地方独特のものがかなりあったとみえるが,戦後の

生活の簡略化により,すたれてしまったものが多い｡この成羽町も後多聞にもれずそのようである｡

また,成羽町内においても土地柄によって多少執雪にも差異があり,特に吹屋は,銅山の町でいろ

いろな土地からの人々が移 り住んだことで,一定 した風習はみられなかったことを断わっておく｡

(1) 冠串

(a) 誕生時

子どもが誕生すると,近所の人々は赤飯や米一升を持ってお祝いに来る｡子 どもの生まれた当家
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は,そのお返 しに,生後一週間目のお七夜に子どもの名を書いた札を添えた赤飯を各家に持って回

る｡さらにお七夜には,親族や両親の仲人を招いてお祝いの宴を開くOしかし,最近はあまり行な

われなくなったらしいO贈り物にしても,金銭やベビー用品などの実用的なものを相互に贈 りあう｡

誕生時に限らず他の庚弔事の贈り物もほとんどそのようである｡

ところで,両親 (父母のどちらか)が42才の厄年に2才になるような子どもが生まれると,そ

の子を｢捨てる｣真似事をする乳智がある.子どもを誰かに拾ってもらい,再び両親のもとに届け

てもらうのである｡恐らく厄払いの意味であろう｡これも現在はあまり行なわれていない｡

(b) 湯,(ライ

男子は生後 30日,女子は 33日に忌明がある｡この時に湯ノてライをする｡沿/(ライというのは

古くは古事記に記されている｡もとは ｢吉凶を占う｣意味で使われていたが,今日では ｢清め｣の

意味で使われている｡窯に湯を沸かし,神官が陽に浸した屯で当家を清めて破う｡白いさらし木綿

を煮え掛こ通して行なうこともある｡湯ノミライをした後,初めて宮参 りを許され,荒神さま.ある

いは氏神さまにお参りをするのである.この瀞,(ライはところによって生後-週間目や 31日目に

行なうO湯.くライは ｢済め｣に使われるものであるから,葬式の後の49日の忌明にも行なわれる｡

(C) 百日目

生後百日目をモモカという｡ 〝食べ始め〝をするのである｡赤飯やお頭付きの魚を添えた膳を設

けて小石をそえておく.｢歯や頭が石のように堅くなるように｣という意味だOそして子どもに一

粒だけ飯を食べさせるのである｡また,形ばかりの酒を注ぎ,子どもの頭に酒を少しつけたりする

ところもある｡

(d) 誕生日

誕生日には,紅白の餅をつくって神棚にお供えする｡子どもは紅白の餅を入れた髄を背負って歩

く｡その歩む方向に,そろばんや筆,扇子などを入れた充を置く｡子どもがつまずいて手にとった

物で将来を占うのである｡これは現在も行なわれている｡

(e) その他

初節句には,男子ならば鯉のぼりや飾り人形.女子ならば雛人形を母の実家から贈る｡ 5月の節

句には,樫の菜かサンキラ (サル トリイ/:ラ)の幸でつつんだかしわ餅や笹巻き団子など作るo L

かし現在では店屋に売っている既製の物を買い,作ることはしなくなった.

七五三は, 3才, 5才, 7才の 11月 15日に行なわれて,お宮参りをする｡ 3才の11月 15

日を苦は紐落といった｡

最近になって始まったものに立志式がある.元服のなごりで,町の主催で毎年中学校で中学二年

生を対象にして行なわれる｡

祝年には,33才,42才,61才,70才,80才,88才, 100才,などがある｡昔は

61才の環層に赤いちゃんちゃんこを贈り,親族で祝ったものであるが,現在は平均芳命も延び,

元気で働く人々がふえたため,このようなことは行なわれない｡公民館からお祝いを贈る程度であ

る｡

(2)婚事
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(a) 結婚の方法ならびに結納

昔は,仲人が世話をする仲人姫 ,つまり見合結締がほとんどであった｡仲人は家格や年齢などの

つりあいを考えて世話をして.結婚当事者たちに対 して永久的な賀任を持つのである｡ しかし,最

近は恋愛結婚が多くなって仲人は形式的に置かれるだけとなっている｡養子は少ない｡それから花

嫁不足の問題はあまりないようである｡

ところで,吹屋の方では ｢娘かつぎ｣･という乳習があった｡銅山で働 く鉱夫たちは気に入った娘

がいると,山神様のお祭 りの日に鉱夫仲間に梗んでその娘をかついできてもらう｡一種の略奪結婚

である｡しかし,娘の同窓がないと結婚はできない｡また無理矢理に娘を強姦すると,たちまちそ

の鉱夫は他の鉱夫仲間から仲間はずれにされてしまうのである｡銅山の繁栄 した頃の託である｡

結納金は,だいたい 100万円程度であるC,

(b) 桔解式ならびに披諸事

昔の結婚式は家族姫がほとんどであった｡花嫁は地盤を結い上げ,角隠しをして留めそで,ある

いは普通より良い着物をLiる｡花婿は,紋付き,袴である｡結婚式を前後して,婿が嫁の実家-あ

いさつに行く｡これを ｢しゅうと入 り｣と冒う.婚礼の朝神官が婚家を措めに来る｡嫁.あるいは

婿は仲人や両親.兄弟に連れられ婚家に入る｡挙式は普通 .夜に行なわれた｡三三九度を花婿花嫁

がかわし,それから親子兄弟親族間の杯がかわされる｡花嫁は色直 しをしてその後に親族だけの披

諾妾,次に組内の人々を招いての披諾宴が行なわれる｡嫁取 りの場合は,組内の婦人,婿取 りの場

合は,組内の男性が招かれる｡鼓笛宴には,祝いと休 して近所の青年たちが地蔵や石塔をかついで

来る｡｢死ぬまで婚家との緑が切れぬように｣という意味である｡その際,水を入れた一升 ピソも

持 って来て,地蔵や石塔とともに縁や軒先に温く.婚礼をする当家ではそのピソに酒を注いでLq･年

たちに渡す｡匠かれた石塔などの処分は土地によって違うが,嫁取 りの当家が石塔のあった揚所に

返 しに行くところもあるし,青年たちが酒をもらってからその石塔を返 しに行くところもある｡披

諾宴は, 1日～ 2日続 く｡披好宴のごちそうとしては,鯛轟 (麺鯛 とも言う)と呼ばれるものがあ

るOこれは,大きな皿に大根などを切ったものをのせてその上に鯛をそらせ,味をつけたそう頻や

具をちらした物である｡結婚式の間中,床の間に飾るか,ところによっては披窟宴の最中に料理人

が鯛麺皿をかついでやってくるoウェディングケーキのように,参列者に切 り分けて配 るのである｡

嫁入り道具の披音などを行なった りした｡

現在では家族姫がほとんどみられない｡だいたい,成羽町文化セソタ-,高梁段協会館,倉敷や

岡山の投合結婚式場で行なわれることが多い｡式の手順は簡略化 L,た反面,表面的な面,つまり衣

装や式のムー ドは派手になった｡

結婚式は,ほとんど神前結婚式が多いのでその手順を並べてみよう｡

式掛 こは,神職の先導で花婿 ･媒酌人 ･花嫁 ･介添人 ･媒酌人の妻がはいり,つづいて両親 ･縁

者がはい｡･神官と介添人の指導でおこなわれ予f)

く式)

参殿 (奏楽 )

捗疎の儀
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祝詞奏上

誓杯の儀 (新郎 ･新婦)

誓詞実上

玉串革真

二礼二拍手

楽 ･舞 ･親族杯の簾

披'&宴の費用は,音ならば,もらい受ける方の一切邑週 ,若 しくは 6- 7割負担であったが,現

在では五分五分である｡だいたい一人当り2万円が相場である｡

結婚式を都会ですると,地元の人々との篇び付きが薄い｡そのために,田舎の方では,披好事を

地元に帰っ.てもう一度行なう｡姑が嫁をつれて近所の各家にあいさつをしてまわる｡または,家に

近所の人々を呼び,お腹頭やお茶を出してお祝いをするのである｡

(C) 括賠後

先に述べたように,地元にあいさつまわりをする｡また,昔は結婚 した後に夫如そろって氏神さ

まにお参りをした｡これを報告額という｡

(3) #*

(d 弊鏡の用意

成羽町では仏教徒が多いので仏式の辞儀を取 り上げてみる｡

人がなくなると,当家は神棚を白いたんざくで封印するO神道でも同様であるC死は横であるか

らだ｡ 49EIの鰐ノ(ライが終わるまでたんぎくを取ってはならない｡｢忌中｣の張り紙もするが,

現在では葬式が終わるとすぐ取ってしまう｡

次に夕E者が出たことを近所に伝えるO曹からの地域のつきあいの範囲を ｢組合｣又は,｢講中｣
というのであるが,葬式の準備進行はすべて組合の人に任せられる｡風合の男性は,寮境の用意を

したT),天蓋や棺を作ったり,役配決めをする.女性は,死者の若物を縫 ったり,料理を作る｡

成羽町に葬儀屋はあるが,だいたい成羽町社会福祉協会にある葬儀用具を借 りる｡または,地域

ぐるみで組合専用として購入 し,死者を出した家が用具を保管し次に死者が出るとその家に渡して

いくという方法をとっているところもある｡

死者は仏壇の前に移され,北まくらにするC苛物の衿を足の方に向け,つまりさかさまにして死

者にかける｡そして魔よけ刀か,カミソ.)を牧部に置くCまた,ほうきを置くところもあるO｢壕
を掃き出す｣意味であるO横の葉を水につけ,死者の口につける｡僧侶がまくら経をあげて戒名を

つける｡入棺前に規確をして死者の身を洗い倍める｡醍瀬は近親者のつとめであり.線香をたく中

で死者を瀞で拭いてやることだが,虫近はアルコールで拭くようになったC沿補の役目にあたった

者はその後免呂に入って身を清めるO

棺には寝棺と縦棺 (座棺)がある｡縦倍は土評のときに用いられ,高さ約 1m,縦横約 60CZWの

箱型であるOその中にあぐらをかかせた状噂の死者を入れる｡死者に白い木綿の着物を着せ,小銭

を入れた袋を死者の身につけさせる｡棺の中には死者の愛用の品物を入れたりする.背はマゴ(孫)

と呼ばれる,雛製のテルテル坊主のような人形をたくさん入れた｡｢死者が寂 しい思いをしないよ
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うに｣という意味で,殉死の見習のなごりであろう｡ただし子 どもには入れることはほとんどなか

った｡最近は火葬になったため,棺の中に物を入れることは,はばかるようになった｡

(b) 葬儀と出棺

仏教徒が多いため･仏式葬儀の式の例をあげてお くF2)
読 経

引 導 (行なわない宗旨もある)

弔 辞

読 経

焼 香

出 棺

全卵者に対する喪主のあいさつ

お布施は,院号 ･居士号 ･信士号の格の階級の家で差はあるが,一般に居士号の家だと鹿家の寺

で 10万円,助勤の客僧には半分以下の3- 2万円である｡神道の場合は 5万- 3万円,助執着は

2万- 1万円くらいである｡

葬列の役配を辞儀のときに読みあげるものである｡これは近親者の順をよく考えて,憐霞に取 り

決められるものであるO次に役配の例を挙げておくO

白 張

四 榛

花 而

腰 折

盛 物

大魚物

紙 花

生 花

手 燭

香 炉

潜 水

旺 布

供 具

向 飯

茶 湯

位 牌

杖

斉俳 (ぜんのつな)

棺

図 8- 3- 1 花 街

竹でつくり,色紙や/J､銭を瓶の部分

に入れて,ふるい落 しながら歩 く｡
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天 蓋

殿 (しんがり)

留守居

暗和3年 (1930)

役配は先の例によると,自張から腰折までは風合の

者が持っ ｡後の物は親類縁者が持っ｡位牌は喪_主が

持っ ｡位牌の次に野位牌がくることがあるが,これ

は喪主が死者の長男とすると次男の役目である｡杖

は孫にあたるものが持っ｡天蓋は棺の上にのせてあ

るものであるが,棺は死者の子どもが持っO脚 は親

類の婦人がひ く｡他の来賓で持ち物がない人々は線

香を持って列に加わる｡とにかく参列者全員が評判

に参加するようになる｡ただし,留守居は墓地に行

かず,死人を寝かせていた場所を掃き済める投であ

る｡留守居には老人があたることが多い｡

以上のようにして昔は役配を決めて基まで行った

ものであるが,最近は一応紙に番いた役配を窮みあ

げるだけである｡もの事が簡略化してしまったとい

う｡たとえば葬列に使 うのぼり類 (先の例の〝四線L)

図 8-3-2 腰 新

竹の先を割ってつ くったもので蛇あるい

は竜をあらわしている,既よけである｡

も昔は墓 まで持っていって立てていたが,

今では火葬場で棺 と一緒に焼 くことが多いという｡

葬列の時刻はだいたい当家に任せる｡友引きの日ならばその日の午後 12時を過ぎて行う｡昔は

夜に葬列をなして墓-行った｡ したがって,昼でもたいまつやちェうちん (例の 〝白張 n) をかざ

すのはそのなごりである｡

成羽の町の方は火葬が多いが,坂本や吹屈,中野付近は土葬の方が多い｡旧成羽町に町営火弊助

があるが,町までつれて来るには交通面や費用面fE問題があるからである｡一般的に火葬も土葬も

縫取面に差はないとみえる｡

基掘りは組合の人がやる｡埋めた後,杖と塔婆をたてる｡その前に野位牌を置く｡家の仏壇には

位牌を置く｡墓石ができるまで野位牌を起き,墓石が出来上がると焼 く｡神道ならば益の上に魔よ

けの意味で弓矢をたてる｡

去前に供え物をするが,それがなくなれば q仏さまの機嫌がいい証処 〝ということに73:る｡

(C) 葬鶴後

葬儀が終わった晩に ｢仕損げ七日｣をするところがある｡組.合の人々を当家でもてなすのである｡

仕拐七日を初七 日の代わりに行なうところもある｡

49日が来ると,湯,;ライをして神秘の封印をはずす｡

(4)祭事
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(a)法 事

法事は,仏教であれば初七日, 49日,1年,3年,7年, 13年 ,17年,33年があり,柿

道であれば 10日,1年祭 ,3年祭 ,5年祭,10年祭 ,15年祭,25年祭 ,50年祭 , 100

年祭があるO法事には親類が給養に餅を入れて供物として持 ってくるO今はまん じゅうを持 ってき

たりする｡

法事の晩には家族ぐるみでお世話になった人をもてなす｡そのごちそうの中に豆常飯というのが

あるので紹介 しておこう｡豆筒飯は豆常をゆでで布きんでしぼる｡それを油でいためて衷 ごLをし

粉末状にする｡それをご飯にかけ,その上から具を煮こんだだし汁をかけて食べるのである｡

(b) その他

盆は 8月 13日～ 16日で,その間は毎日お墓にお参 りをして迎え火をたくOお参 りのできない

人は庭先に集まって迎え火をたく｡

また宅神祭というのがあり毎年神主さんに家に来てもらい,一年の祈願 をするO正月は家内安全,

夏は護国成就 ,秋は礼祭である｡

(富永明子)

〈引用文献)

(1) 相賀徹夫編 日本百科大事典 (第5巻)小学館, 1971,P.350

(2) 相賀徹夫編 日本百科大事典(第8巻)小学館, 1971,P. 482

〈参考文献)

川上部誌

土井卓治 ･佐藤米司書,日本の民谷｢岡山｣(1972) 第一法規出版株式会社

岡山県民俗資料調査報告番 岡山県教育委員会 (1968)

･※ 〝役配 pについては,成羽町の頗能祐治氏より見せていただいたものを記載 した.

-372-



第 9章 備 中 神 楽

1. 備中神集の成立と内容
(I) 神楽の発生

備中神楽は, この地方で古 くから行なわれてきた神楽であるが,発生的にみると.文化文政時代

に,神宮西林国債が創案したといわれる神代神楽と.それ以前から荒神の｢鎮魂｣を目的として行

なわれてきた荒神神楽の部分に分けることができる｡

荒神信仰は,成羽町大元八幡神社の八幡旧

記 に,｢成羽の圧の荒神は,上古より当庄ば
かりにあり,和銅年間に庄内へ祝い分く-･｣

とあるように非常に古い原始信仰であり,人

々は疫病や災害や凶作などは,荒神の神慮に

ょるものであると考えていたOまた｢蒼空荒

楓｢ita,晶荒神｣と呼ば柁 ように,生命の

崩転であり,棟内(同族)の守護神であると

も考えていたため, 7年目,または 13年目

を式年として神楽が催された｡元来,荒神を

写真9- 11 1 荒 神 社 (上目名) 乗るのは血縁ごとであったと思われるが,社

会生活の拡大にともない,今日では複数の棟内で荒神を持っているものや,三社荒神,五社荒神と

いって数部落で持っている所も見られる｡そして,これらの長の家を｢頭屋｣｢大当番｣あるいは
｢売神持｣と呼び,荒神神楽の中心的役割を果した｡一般に荒神社か大当番の家の近くに｢神殿｣
を設けて神楽を行なったので,荒神神楽のことを,｢神殿神楽｣とも言ったが,今日では,大当番
などの屋内で行なわれることが多くなってきた｡

(2)西杯国席と神代神楽

備中神楽は,一般に出雲神楽の影響を受けていると言われるが,実際には,能や修験道などの影

響 もみられ,更に｢吉備津｣など備中神楽独特なものもある｡しかしながら,荒神神楽は,本来,

荒神の鎖魂を目的としたものであるため,五行 (王子神楽 ･幡分け)などの神事舞が中心で, これ

らは演bJ的色彩が乏しく単調なもので,見物人にとっては極めて退屈なものであった｡そのため,

お多福,三韓,玉藻の舞など- これらは,今日ではほとんど行なわれていない｡- 娯楽的

なものが取 り入れられるようになった｡けれども, これらの中には,観客ほうけるよう低俗で卑娘

なものもあったため, このことを憂いた西体温席が,古甘配 ･日本脊紀の神話をもとに,｢岩戸開
き｣｢国凍り｣｢大蛇退治｣の三編を創作し,備中神葬の中にそう入したO この三編を特に神代神
楽と呼び,娯楽的要素も十分取り入れられたため.今日では,備中神楽の主要部分をなすようにな

っているOそして,このように芸能的要素が増す忙したがい,技術も高度なものを要求されるよう

になり,神官だけでは扱いかねるようになり,神葬太夫が出現してきた｡

ところで神代神楽を創作した西林国橋は,明和元年,神官西棟玄蕃忠盛の次男として,現在の高
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染市落合町福地で生まれたoそして吉備郡久代村の本田構成寿について,神道垂加流国学を学び,

qlに京都に上って, これを究めた｡帰国してからは,Eq=方uj,上目名 (成羽町 )の神職藤井家に,

嗣子がなかったので, この家-入ったが,西林家の嗣子も幼少であったので,両家の面倒を見なが

ら十井目こ国学を教えた｡神代神楽は, この時朋に創作されたものであるが,文政十一年,六十四歳

で同地に没した｡

写頁 91 1- 2 西林国橋の顕彰碑

(3)備中神楽の内容

(a)準 備

･切紙- 小刀浄めをして,白蓋 (びやつかい )･千道 (ちみち)･御幣(ど-い)･五行の
iガこ

幡などをつくる｡

･神殿軌 ナ- 荒神神楽は,本来,荒神杜近 くのきめられたEE]や畑の一部に神殿を設けて行な

うものであるoしかし,今日では大当番や回り当番の家の中で行なうことが多

くなってきている｡

･蛇作り- 納舞の′こめの蛇

を作る｡

写兵 9- 1- 3 蛇
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.d乱､- 神楽日の前日,または当日,大当番の家に欄 を迎えて,かまに清浄媚 を沸
かし,それにつけた笹を持って,その家の人々や氏子,それに神床や家の中を

清める｡

･神迎え - 荒神社へ参拝して,神楽を行なうことを述べ,荒神をお迎えして帰る｡さらに

地区内の諸神や宅神もお迎えする｡

･神殿移り- 大当番の神床から神殿へ,荒神や誇神をお移しする｡

大当番の屋内で行なう場合は,当然その必要はない｡

(b)神楽の噸序
血さ

.修萩- 神職が｢お駄 ｣を唱え,大麻で神楽太夫や神顔などを抜い栢める｡
やくざし
･役指の舞- 祭主である神嚇が神楽行野の役割を言いわたすための舞｡

｢指㌫∴ ｢役差し｣,｢役割舞｣とも言うO
.真義舞- 所によっては,神取へ敷く兵垂を持って舞う｢英塵舞｣を行う｡

.瑞も一 軌 榊 .覇を用いて座や奉仕する人々を清める舞

･白蓋行啓

(動座加持) 神殿-神々を勧請するための行軌 神鞍のひとりが神殿の中央に座し,太鞍を

たたきながら唱えごとをする｡それに合せて,白嘉納を持ったもうひとりの神

職が,白菜を上下前後左右-揺り動かす｡

(車座加持 ) 神殿へ神々の鋲座を願う寿｡

･御 抜

･奉幣行中

･祝詞築上

･玉串華美

･導きの舞一猿田彦の命の由来を説明する寿｡

･猿田彦の舞
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◎天の岩戸開き

･両神の舞

･恩兼の命の舞

･細女の命の舞

･事力男の命の舞

･天照大神の出御

写顕9- J-5 細女の命の舞

◎国憩り

･両神の舞

･大国主の命の舞

･国譲りの掛け合い

･稲背歴の命

･事代主の命の帝

･親子相談 ･国譲 りの舞

･鬼退治

写六 9- 1-6 岩戸開き舞い上げ

写兵9- 1 - 7 大国主の飴の舞
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写員 9- 1-8 匡摺 りの崩

写真91 1-9 鬼 退 治

◎木喪誉哲
･葉菜鴫の潜の舞

･嘆きの舞

･稲田姫との契 りの舞

･松の尾の命の酒つくり

･大蛇退治
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写舜 9- 1- 11 稲EB姫との契 りの舞

◎吉備津- 吉備津神社の縁起

を取 り入れたもの｡

氏子の所望によっ

て演じられること

もあるが時間が長

くなるので,般近

はあまり行なわれ

ない｡

･岩山明神の舞

･吉備津彦の舞 写央 9- 1- 12 大 蛇

･内宮姫の舞

･淑控退治

◎五行(幡分け･王子神楽 )

- 五行思想を説くもので天地万物の王である万古大王が,五人の王子に,春gZ秋

冬および土用の月日を分配するもの｡

五色の長幡にそれぞれの苗味をもたせて五人のモ子に分け与えるところから,

｢幡分け｣,あるいは｢王子神楽｣とも呼ばれる｡

神代神楽が神楽の中心になるまでは,これが備中神楽の中心をなしていた｡

･万古大王

･幡 分 け

･五郎の王子
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写弟 9- 1- 13 幡 分 け

･剣 舞- 神楽の舞い納めとしての神群舞｡四人が剣を持って舞う｡

･布 舞- 神楽の最後に,一反の白木綿を持って舞い,神がかりとなってお託宣をするも

ので,細舞とともに託舞といわれる｡

両方行 う場合もあるが,片方1_7けですませることもある｡

･網 舞- 神楽の最後に荒神のお託宜を伝えるもの｡

荒神のお使いである大蛇を神殿へひさ入れ,神殿へ張 り渡す｡そして二人の太

夫が綿へ寄りかかって,網を滞 り動かすうら,やがて一人の太夫が神がかりと

なりお託宣をするものである｡

写央 9- 1- 15 網 舞
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･諸神神楽- 氏子の申し出による祈椿 の舞｡

･退下祝詞- 神職が神楽の終了を諸神に法

げる｡

･神 送 り

･当 開 き- 翌日,あとかJこずりをLfこあ

と人､91番の家で,経班の決顎

をして祝宴をはる｡

･御戸的さ- 神送りのきい,荒神の社殿に

納めて,とびらを閉めて,

｢御加の戸｣という切り紙を

はりつける｡

そして,神楽の翌年,お祭を

して,これをやぶって戸をあ

ける｡ これで式年神楽のすべ

てが終わる｡

写第9-1-ユ6 お託喜

(内El]博堆)

参考文献

･山根堅- : 備中神楽 昭和52年

･山根堅- : 備中神楽,岡山文庫,49 昭和47年

2. 備中神楽の特色と課題

(1)特 色

(a)神苛性と芸能性の融合

起源や系統上の特色として,備中神楽は,神事性と芸能性の励合しJこ神楽であるといえる｡

備中神楽は, この地方の原始信仰である荒神の神懸 り,すなわち神殿神楽が,各地方の芸能的酵

管を受けながら,今日に至ってきたのであるが,その過程において,芸能陸を高めながらも,古来

の神事性を失わなかったのである｡押掛 ･神野軒 ･演劇舞 ･神野舞 ･神IrlJ-ll-という5段階の形式や,

網舞 ･布舞などの神がかりは.神鮮性を示すよい例である｡

このような新旧の要素の一体化によって,今日の備中神楽独特の風格が,つくりだきれたのであ

ろう｡

(b) 大衆性

郷土芸能は,その地方の民衆の中にあってこそ,価値がある. この点,備中神射 ま,舞い=7-や形

式などいろいろな意味で,大衆性が浪い神楽であるといえる｡

まず,神楽の舞い事についてである｡山根堅-氏の論文によると,｢佐陀神社の佐陀神楽,出雲
大社の出野神代神楽,土佐の津野山神楽が三島神社に伝えられ,担当者が出撃神楽の山王部落など

一部の限られた地方や人々の中に残っているJとか｢芸北一掛 こ行われている安芸神楽にしても各
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神社にそれぞれ固有の神楽団を持ち,しかもそれぞれの神社の氏子の中から選ばれた人々が.継承

している｡｣ということで,備中神楽のように,民間人によって継承されてきたものは少ない.備

中神楽は,特定の神社や氏子などとは無関係に,民間人の中に神楽太夫とよばれる神楽の考い手が

いるのである｡以前, この地方では,神楽道具を入れたつづらを乗せた荷車の後ろに,インバネス

という外とうを着て,着物のすそをしりからげにして山蕗相をかぶり,4- 5台の自転牢を連ねて

いく光軌ま, この地方独特の風物詩であった｡環在では,このような光嶺は見られなくなったが,

宵年層の神楽太夫も増えて,いっそう民間人によって受け継がれているのである｡

次に.神楽の形式についてである｡備中神楽は,各時代の要素を取 り入れながら,次第に郷土芸

能としての形式を特つようになってきた｡つまり,荒神様だけでなく,お宮でも行われ,どこの家

でも依頼できるようになった｡ま1.:,荒神神非は,元来,神無月である10月か,台風の来る時期

に行われていたが,現在は,秋集りや正月を初めとして季節にとらわれることなく行われるように

なっ/こ｡

このように大衆性を備えた備中神楽は,人々の生活

から切り離すことのできないものにrfっている｡子ど

もの誕生,家の新築などの塵取こは神楽を行い,老若

男女が,夜を徹して飽かずに見入るのである｡そして,

神楽に親しんできた人々は,物まね程度の神楽を舞う

ことができ,酒宴の場では,最後に神楽が出なければ

終わらないほどである｡

では,なぜ,備中神楽が,人々の魅力をつなぎとめ

てきたのだろうか.その理由として農村に娯楽が少な

いことがあげられる｡ この地方では,神楽が娯兼の功

一のものとして人々の生活に入り込んでいたのである｡

しかし, この理由だけではない｡高度擬済成長lこよっ

て生活水準が上がり,外の娯楽も増えた現在でも,殴

然として,人々の心の中に,郷土芸能として誇るべき 写兵 9-2- 1老若男女の見物衆

備中神楽が存在していることから,察することができ

る｡すなわち,備中神楽が,郷土芸能として,人々の血肉の中に入っているのである｡

備中神楽は,長い間にわたって,舞う者と見る者のそれぞれの立場で,人々が育てあげた民族芸

能といえるだろう｡

(C)芸 能 性

備中神楽は,真の範士芸能として,独特の風格のある芸能性をもった神楽といえる｡

石見や安芸の神栄は,脚本が約 800域もあって.各神社に数編ずつ行なわれていて,全地域に

共通しているものは少ないが,それに比べて,備中神発の脚本の数は少ない｡また,外の神楽が,

特定の神社や地域に限られているのに対して,備中神楽は備中全域というかなり広地域で行われて

いる｡ このように,蜘本の数が少なく,しかも広地城で行われることから,見る者の目が高くな っ
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て,舞う者も一挙手一投足にまで心をつかうようになったのであろう｡

備中神楽の中でも.神代神楽は,外の神楽に比べて,特に芸能性が高い｡

山根氏は,｢出雲神楽の大蛇退治の場面を見ると.足名槌手名桜が稲EEl姫をつれて,嘆きの舞に

現われるが,そのしぐさは,何れも単純で,殊に稲田姫のは舞というほどのものではない｡煮美鳴

弔命の神やらいの舞にしても.大蛇退治の立梱りの場面でも,更に出撃八玉垣の歌をとり交わすち

ぎりの場にしても.いでたちや舞い方は極めて窮朴なものであるo｣と,備中神発の芸能性の高さ

を論じている｡舞い方は多感多様で,ひtLっの動作 に も芸 の深さが感じられる｡このため, これ

らをこなすには,多年の修業を要する｡

神楽の内容においても,絶妙といえる.登場人物は,命,姫,福の神,鬼神,道化の神から大蛇

まで.まことに多彩であるoまた,構成 も,静かな舞,急調な乱舞,道化した万才や歌謡曲など,
変化に富んでいる｡

このように,備中神楽は,他地方に見られない香り商い芸能性がある｡

(2) 今後の課題

(a)芸能性の嶺失

郷七芸能は.各時代の影智を受け,新しい要素を取り入れてきた｡しかし.そのために現在では,

神楽の合理化,簡略化,商品化という芸能性の喪失が,神楽をむしばんできているよう1ご｡芸能性の焚

矢は,郷土芸経の生命を失うことであるので,芸能性の高さを失わないように,心すべきことである｡

(イ) 合理化 備中神楽の構成やセリ7,さらに衣裳などは,時代考証や古曲の上から不合理であ

るという批判があるようだ｡たとえば,神の衣装で陣羽掛 こ日本刀をさした姿は考えられないとい

うのである｡しかし,埠土芸能としては,古伝を尊塁して古い信仰の精神を失わないようにし,備

中神楽の独特の地方色を保存していくように,留志すべきであろう｡

(ロ) 冊時化 神楽の古いしき1=りは,当時の農耕生活の中から生じたものである｡しかし,現在

では,虎男を唯-の生裳としていた当時と異なって,人々の屯某や生清の状態が多種多様である｡

また,従来の荒神信仰 も,人々の心から滞れてきている｡ このため,封建的な氏q･内の序列や日数

などの古いしきたりが.今日の生活と合致しなくなってきたのである.実際に,神殿屋敷となる家

で,経鞍の負担や家屋の択偽などの間喋をかかえているところがみられた.

このような話理由によって,荒神祭りの式年神楽が,次第に簡略化しているのであるC備中神楽

は,原始良民信仰としての荒神奈1)のいろいろなしきたりの中に,生まれ育ってきたの1fから,そ

の先祖の過度を保存していかなければならないが,現実には,多くの難しい問題をかかえている｡

(/,)商品化 錬士芸能を持ち掛 ブていくためには,その時代時代の人々の心をつなぎとめていかな

ければILらない｡そこで,現在的fJ興味を盛り上げるために,神楽を商品化する債向がみられるC

つまり,面や衣裳,さらに掛 ､方が,次第に素朴さを失って華美になっているo一例をあげると,

へびの教は本来 1匹であるが･現在では2匹に増え,その日からは劉 拙 るというありさまである｡

この原因として･カラーテレビの普及や観光化などの世相が大さいが,それに押し流されてしま

わないように,慎重に対処すべきである ｡

(b)後継者の育成
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現在は,神楽を随一の娯楽としていた昔に比べて,｢股の神楽に対する幽J山ま,あまり拓くないO

しかし,郷土芸能として,備中神楽を保存していくべさだという気持ちは,誰もが持っているよう

である｡この保存という点から,後継者の育成が環 も馬糞な問題である｡

(･1)備中神楽保存会 約 30年前,備中神輿の保存と後継者の育成を目的として,備中神楽保存

会が発足したCこれは,教育委員会が兼務しておt),備中神炎の本場である成羽町が中心となって

いる｡保存会の機能は,主に,神楽社や同好会 と見る仇との連舷や調軽と,絵頚世き,パ ンフ レ ,I

トなどの観光食伝の2点であるO郷土の備中神楽発展のための努力が乗 F),無形文化財として,昭

和 31年に県の指定を,昭和 52年に国の拒定を受け,いっそう,組轍の充実や後継者の育成が検

討されている｡

(ロ) 神楽杜と同好会 神楽太夫の組としては.神楽社と同好会の2壌類がある｡現在,成羽町成

羽には,神楽杜が4社,同好会が14,活動している｡

神楽杜とは,20-30年の神楽歴をもつ 7- I0名のプロの神楽太夫によって組まれており主に

荒神神楽を行なうOそれぞれの社によって神楽が少し異なるが,それは,神楽太夫の職人根性によ

って,長い間受け継がれてきているものである｡

同好会は,昭和46年に備中神楽の講習が開かれたの_% きっかけに発足した｡昭和 35年ごろ

から,娯楽の内容が変わって神楽に対する関心が低くなり,神楽太夫の数が減っていたが,生活の

安定による余噂の増加や台本の作成などの理由で.昭和45年ころから,次第に増えてきている｡

保存会との結びつきは,神楽社よりも同好会の方が強 く,床存会の指示によって神楽を演じるOそ

の活動範β削ま,上房郡や新見市をはじめ県下のほとんどの地域であり,年に数十回は行なうようで

ある｡同好会の目的は,後継者の育成であり,台本をもとに.講習を受け,芸を拓めているo

神楽社,同好会ともに,備中神楽の保存と後継者の育成への貢献は大きく,今後の活躍が期待さ

れる｡

い)備中神楽クラブ(小学校 ) 後継者の育成は.青年層にだけでなく,子どもにも働きかけら

れているOその代襲的な例として,成羽小学校の備中神楽がある｡

昭和 39年,成羽小学校では,山根竪-校長と大牒尚夫教諭を中心に,備中神楽がクラブ括動と

して取 り入れられたOそれは,当時,神楽がすたれてきて後継者の育成が叫ばれていたし,文部省

が郷土芸能を苧段教育の中でとりあげていく方針をうらだしていた状況にあったからであるoその

後見であるPTAや保存会例も,概極的な姿勢をとり,衣裳や面は各方面から寄解されたOクラブ

活動としては,毎週 1時間の捜薬と,始菜軌 休み時間,放課後などの時間も使って,神楽の練習

をした｡教諭がロと体で子どもたらに伝理する方法であったし,艶文調の言い立てが難しいので,

指導上かなりの苦労があっただろう｡しかし,その堕をのり越え,大人顔負けの神楽を演じるほど

になった｡全国的には,神楽の数は,かなりあるが,太鼓,乱 手拍子などすべて子どもで行なう

のは, この成羽小学校だけであった.しかし.山収氏と大塚氏の転任のため,船中神楽の府尊者が

不在となり,備中神楽クラブは,成羽小学校から尊を消してしまった｡これは,学校でのクラブ清

動として神楽を取 り入れる場合,教師がその道にあって指帝ができなければならないという問題を

示している0
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このクラブ活動の目的はもちろん,後継者の育成ということにあるが,さらに,人間教育につな

がっているOすなわち,神楽によって自信をつけて主体的な態度を養ったり,礼儀作法を身につけ

たりすることができ,意義のより深いものといえる｡

成羽町では,昭和54年8月より,文化センターで,子どものための備中神楽の講習が開かれて

おり,現在では, 12- 3名の子どもが,保存会の拍尊者に,神楽を習っている｡

このように.身につきやすい子どもの時期に神楽を修得していくこともよい方法かもしれない｡

そうすれば,その子どもたちが成人して,たとえ郷土を離れても.郷土への愛着のきずなになるで

あろうし,備中神楽も,いつまでも保存され,発展していくであろう｡

(武田京子)

参考文献
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第 10章 教 育

1 学校教育

(1)滞校と寺小屋

万冶元年 (1658)に山崎盟治が,丸亀から名跡相続して成羽に入部して以来,山崎家の歴代

藩主は学問を奨励したと伝えられているO｢川上朗史｣によれは,成羽帯における草本の大変は以
下のとおりであり.成羽藩が教育書こ力をいれていた様子がうかがえる｡

1.維新前は勧学所と称し以後啓崇所又は草投と称す｡

2･士族の二三男及び平民にして文学俊秀のもの,若しくは武術免許を得たるものは挙げて之を

禄す｡

3,士族等の子弟の教育法は,藩主学校に入ると家亀捗学は各自の意志に任じ,他国へ留学する

ものは洋草を以て学資の幾分を補助す0

4.平民の子弟の教育法は家塾寺子屋にて昏学せしめ,津主の学校に入るを許さず0

5.家塾寺子屋等を設位せんと欲するものは他の検索を受けず.何人たりとも自由に建設する事

を得たり｡

且 成羽溝佼-勧学所

山崎義柄は文武奨励のため天保年

間に成羽藩校としての勧学所を下麻

本町に設けたOそれは本丁の北側 (

現在の田辺白山荘と久徳理髪店の問 )

にあり,間口9間 4尺 2寸,奥行26

間で,孔子を祭った聖廟 ,学問所.

稽古場が設けられていた｡ (図 10

-1-1参照 )

勧学所は ｢奴羽帯における学事の

大要｣からもわかるとおり,士族の

子弟の文武両道にわたる教育の場で

あった｡ ｢稽古場では,直心影流師

範小野又太郎 ,剣術井上平六郎 ,荷

田流槍術師範平田重直,居合術師範

渡辺山衛門等が,それぞれ武術の頼

南にあたった｡｣(1) 一方.学問所

では儒教の講義が行なわれたO教師

としては最初 ｢波多野良左衛門 (中

井竹山門下 )が当っていたが,数年

図 10- 1-1 成羽藩勧学所

(｢成羽小学校百年史｣P.3より引用 )
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で病没したので,その後 .ii･永 4年 (1851)に遠島の医師平原剛四郎を迎え,平原氏が帰 った

後は,安政元年 (1854 )に新海通人を,同 3年 (18 56)には,信顕徳太郎を迎えたが.伝

原氏は文久元年 (1861)江戸に出て昌平鱒にはいり,鍵応元年 (1865)に帰郷 ,再び教師

になった｡新海氏は退き,信原氏は適応代官になったので,慶応 3年 (1867)播州赤穂の藩士

伴甲賀期 陀 迎えた｡｣(2) この時 ,学館が建辞され.勧学所は ｢文武館｣と祢され,明治 2年 (

1869)信原氏の文武尽長就任と同時に ｢確畢授｣と名づけられたoそして,進昌一郎 (号鴻渓 )

を講師として月に故国招いた｡

投業は最初四-B五経の戎読から始め,次に経史の許義で .符を作ることや文を宙 くことも教えら

れた｡試験はだいたい年 1, 2回で落第を定める条規はない｡年末には勤惰調査があり,勤勉な生

徒には筆,紙,垂などが溜庁より与えられた｡教奉帖 としては ｢日記故事,小芋 ,十八史略 .元明

史昭 ,史記.日本外史,日本放れ 通鑑綱目.二十一史,十三経,大鞘行義 ,文献通考 ,荘f,韓

非子,葡子,七:rTF.脚 明軌 その他詩文紫語録類｣(3)が併用された｡

明治になると,町家の子弟でも勧学所に入学することが許されたO学修の期限は8,9才から14,

15才までであったが,勉学に励む者は年令をとわず.退学の制限はなかった｡生徒に対する勧学

所の訓条は次のようであった｡

- .不依何事公儀御法度御家御法度ノ趣堅ク可相守専

一 .勧学所出席ノ面々礼義正敷修業可有之啓

一,於勧学所毅 リニ畦等致間数事

- ,火ノ用心専一二可念人事

- ,於勧学所酒給候島堅ク禁候部 ,附無拠酒給院節ノ､出席無用 ノ事

一,勧学所出席面々ノ外一切入間薮候事

右綻之趣堅可相守者也(4)

なお,この濯投は明治 6年 6月 1日,川上郡本丁小学校として庶民のための公立小学校にひきつ

がれた｡

b 私塾

藩士,浪士.僧侶,神官などが自由に開設した私勤 ま,官僚的色彩がなく,師弟間の情味がこま

やかで,人格教育が行き届いた｡

表 10- 1- 1でもわかるとおり,全国の私塾数は 1505,岡山県は 144でその首位を占めて

いた｡川上郡円で私塾があったのは成羽町T=けで,｢岡山県教育史上巻｣によるとそ0:2つの私塾は信
原徳太郎 と新海通人が開いたものであった.両者とも成羽飾佼の教師であり.藩佼で教 えるかたわ

ら下原に塾を開いていたらしい｡まT=r成羽小学校百年史｣によると,江戸後期 ,西林国債 ,渡辺綱敵

の二人も私塾を開き,向学心にもえる子弟の教育にあたったと伝えられている｡

打) 信偏執太郎 天保 12年 (1841)～大正 13年 (1924) 彼は漢学者で,慶

応元年 (186 5)下原に私亀を開き.併芋を数えた｡この私財 よ廃滞後も掛 すられ,明治 10年

浅口郡阿貿崎に移った｡-年後.彼が政令により郡立川上中苧投の教師に庄ぜ られると再び成羽に

私垂を泣いた｡この時.岡山県の認可を受けて育英学舎と称 した｡この育英学舎は公正の小学校で
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相当の学力をそなえ,さらに高等の学科の

勉強を希望する者に限り入学を許 した｡主

lこ漠学 ほかに界術,作文,習字が教潔せ

られ .宵年教育の場として育英学舎が果し

た役割は大きい｡しか し,一時,隆盛を極

め,遠方からも学びに来る者が多かったが,

西洋崇拝の思想が世間を風痴すると経営不

振の状態に陥り,やむなlぐ明治 20年ごろ

閉鎖に至った｡

(⇒ 新海逸人 彼は安政 4年

(1857)から慶応 2年 (1866)ま

で下原で排学 ･街道を教えたo生徒数約20

名であった｡

←う 西林国府 明和 5年 (1768)

～文政 11年 (1828) 備中神代神楽

の創始者としても有名な西林圃場は京都で

国学を修めた後 ,文化元年 (1804)か

ら61才で病没するまで.上目名で神職の

歳 lo - 1- 1 私奥 ･寺子屋数の他県との

比較

地 方 別 私 塾 数 寺 子監数

岡 山 144 1,031

( 川 上 部 ) (2) (30+ 1)

( 成 羽 町 ) (2) ( 9+ 1)

長 野 12.5 1,341

山 口 106 1.307

兵 庫 52 819

曲 板 73 681

広 島 65 257

｢岡山県教育史上巻｣より作成

ただし,寺子屋数の+ 1は現地調査により所

かたわら子弟を柴めて国学を教えた｡ たに明らかになった数

(j 渡辺綱敏 寛政3年(1791)

～軍政 2年 (1855) 彼は山本大元八幡神社の宮司で.笠岡の小寺雲斉の高弟でもあったO

彼は特に歌道にすぐれ,彼の私塾には近郷をはじめ.備後地方からも入塾するものがあり,百人以

上の門弟があった｡

C 寺子星

寺子屋は江戸時代の注目すべき庶民教育機関であるO江戸中期から庶民の日常生活や生産宿動が

ひらけていくにつれ,｢筑み ･胡き｣への要求が柁去り,寺子臥 ま幕末にかけて増加の･一途をたど
っていった｡

岡山県教育史上巻によれば,岡山県では,寺子屡は寅政元年 (1789)～天保季年(1844)

lこいたる55年間に 189箇所,弘化元年 (1844)～明治元年 (1868)にいたる25年間

に720箇所とふえ.明治 5年には茸 10- 1- 1に示すとおり1,031箇所を数え,長野県,山口

県につぐ全国第3位の軟をほこっていた｡私並数全国第 1位ということと考えあわせるならば,こ

のころからすでに ｢教育県岡山｣としての盛勘 咽 まっていたと考えられる.

V)成羽町にあった寺子臣は,現地調査に上り明 らかになったものを含めると10箇所で,

表 10- 1- 2はその一覧であるoそれによると寺子屋師匠の身分は平民.免民,僧侶が多いこと

がわかるOこれを表 10- 1-3においで全国.岡山県,1日上郡と比畷すると,寺子畠師匠に平民,

良民が多いのは,全国的な償向であるが.掛呂が多いのは川上郡の特色であると言えよう｡
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蓑 10- 1- 2 成羽町の寺子屋

寺子屋名 場 所 教 師(男) 生 徒男 女 教科 教 師身分 教 師 名 開 校年 閉校年

- 松山領中野村 I 15 3 習 字 僧 堀 遭 静 明治 元(1868) 明治 5(1872)

大 数 舎 松山領吹昆村 1 3815 〟平民 岡 玉 造 元治 元(1864) 明治 元(1868)

- 寺肘領吹臣村 1 3515 〟神 宮 大 河 政 興 安 政 4(1847) 慶応 2(1866)

- 幕府領小泉村 1 4010 〟平民 藤 井 力 治 天保 3(1832) 明治 5(1872)

- #府観成羽村 1 15 5 〟医師 佐久間 容 朔 題 永 6(1853) 〟

- 成羽領成羽村 1 5 〟農民 渡 辺 了 庵 文久 元(1861) 明治 2(1869)

五 目庵 #府領吹臣村 1 15 6 〟 個 大 塚 観 平 安 政 5(1858) 明治 3(1870)

- 成羽領下原村 I 2815 〟 僧 白 河 智 海(正玄専任職 ) 天保 13(1842) 明治 5(1872)

下原 塾 成羽領下原村 1 5017 〟農民 渡辺 五右衛門 文化 5(1808) 〟

｢岡山県教育史上巻｣より作成 ･Rの寺子屋は,現地調査により明らかになったもの｡

表 10- I- 3 寺子屋教師身分調べ

決 武士 商人 平民 農民 医師 神宮 修験 浪人 僧尼 不明 計

(19.7) (34,4) (7.5) (6.6) (1.5) (16.4)(14.0)

岡山県 132 35 243 281 87 145 9 21 69 9 1,031
(12.8) ( 3.4)(23.6)(27.3) (8.4)(14.1) (0.9)(21.0) (6.9) (0.9)

川上部 1 3 10+ 1 1 5 10 30十 1

(｢日本教育史資料｣より作成 )
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(I)成羽町の寺子畠の中でも下原庄屋凍辺公一の先祖渡辺五右衛門が開いた下原塾は,｢最
も盛大で,慶応の頃は有成投と名づけ,木小島を救掛 こ当て,明治のはじめごろlこは武家町家の子

弟の別なく,読み,砕き,辞盤等の教育が行なわれていた.｣(5)

また,この下原丑と下原村のもう一つの寺子岳である正玄寺の門弟らは成羽天満神社に灯髄と狛

犬を寄進している｡海月25日が天神様のお祭 り日で,寺子屋子弟が連れだって参詣したというこ

とからも学問の成就を願 った様子がうかがえるo灯微には ｢正玄寺門弟中 軍政三年｣と,狛犬に

は ｢下原門弟中 弘化四年｣と記されているO (写井 10- 1- I,写異 10- 1-2参照 )

写異 10- 1- 1

成羽天満神社灯髄

写真10- 1- 2

成羽天満神社狛犬

(,う 表 10- 1-2の最後に記されている寺子良は.井波忠平が農薬のかたわら上目名,下

El名の子弟を染めて開いていたものである｡ちJ=うど寺子屋教育が盛んになった江戸東胡から明治

初めにかけてであり,浸盛時には子弟敦は40人にも遷したらしいO難波忠平の基は彼の門弟らに

よって建てられ.基には ｢明治三十三年 政経政敵平先生基 康子一月十九日没J,と記され.蕊

の曲面lこは ｢発頓着 門弟荒木政彦,藤井岩尾.JE政幸○外四十名｣と刻まれている｡ (写実 10

- 1-3参照 )

(⇒ 難波忠平の寺子屋であるかどうかは確かでないが,煙波騎太氏所蔵の ｢恩ひ出の記｣に

上目名(こあったという寺子屋の状況が描かれている｡それによれば,寺子臣の授業は午前 10時頃

から始まり,午後3時頃終わった｡が.ほとんど一日中音さ方ばかりであった｡本は一日に一度.

素読するだけであった.しかも,E]本国喜.初豊山救酬乱 都遜 り,備中往来.義経硬感状,曽我
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状,大阪進状,商売往来,芙語数,

量子数,庭訓往釆 ,今川状という

ような本を師匠が大きく背き写し

たものを3.4行 ぐらいづつ読む

だけであった｡

啓き方の手本は第 1に日本数字 ,

次にいろは,日本国名.包物の黄

昏,人名頭字,手紙の文などであ

った｡しかし,読み方.背き方 と

も莱昆だけで講義は少しも行なわ

れなかったO田舎の師匠で本の講

義ができるものはほとんどいなか 写顕 10- 1- 3 難波忠平の基

ったらしい｡寺子屋師匠lこ平民,

農民が多いことからも察せられるであろうC

寺子屋では夏季休業はなく,年末に 5日間,お正月は14日まで休みであったo師匠への月謝は

決まっておらず,お正月には御年玉.各節旬には御祝島.お盆lこは御中元,年末には御歳暮とITTTyい

てお金を包んで,それにお餅をそえてもっていった｡

このように寺子畠は近代以前の庶民の教育(こ大きく貢献し,国民皆学の土壌を培う要因となったO

(2) 学校教育の沿革

(a) 義務教育一近代学校の成立

打) 啓蒙所

成羽町の近代学校の成立は啓費所に始まる｡啓蟹所とは,広島県深安郡加茂町乗板で医者をして

いた窪田次郎の設立計画により開設されたものであり,その開設の志図は ｢管内二啓蒙社ヲ桔ヒ町

栂其地形人家ノ便二従ヒ一ヶ所ッ,啓毅師匠ヲ江テ之ヲ啓肇所 卜名ケ,士農工商葉番ヲ分タス男女

七才以上十才二至ル迄尽 ク此啓蒙所二容シ,寄島ヲ習-セ文学界敷ヲ数-英才智ヲ実地二培養 (窪

田家文啓 ｢窪田和寒履歴｣)(6)｣するためとされている｡備中町地方では,学制に先だって各地に

啓賢所が開設され,現成羽町を含む小田県でも,県史によれは,

同年 (明治 5年 (1872))八月全国ノ学制走り於是義ノ官費学校一時二廃止ス定ヨT)前書福山

県所轄備後六郡二於テ-民栗林佼ノ設ヶ7.)啓蒙所 卜称ス校数殆･/ト萱百学科数別段茶ノ順序等

文部省ノ学制二類似ス於定其方法ヲ量革シ漸々小学ノ体制二及'r;シ之 レヲ全管-普及セシムルノ

目的ニッチ学務兼任ノ老妻名ヲ増置シ次テ又妻名ヲ挙テ鼓舞奨励各地ノ便宜二随ヒ有志者 ノ納付

金ヲ以テ逐日二増設ス其数百七拾轟(7)

と妃されているように,啓崇所が開設されていた｡

以上の動向を受けて成羽地方では,下原村の成羽育学校 ｢確や投｣,下原塾 ｢有成投｣が啓蒙所

に切りかえられたはか,成羽村では ｢山本啓蒙所｣を千田尾芳太郎宅に.｢新山啓蒙所｣を樋u幸

三郎宅lこ設けた｡これらの啓蒙所の教育方針は儒教的円容を大きく含みながらも,機会均等 ･男女
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共学の新時代の思想を盛りこんでいたが.教育内容は寺子屋庶民教育をそのまま引き継いだもので

ぁった｡(8)

(⇒ 小学校の創設

すべての国民を対象とする小学校制度は.明治 5年 (1872)の ｢学制｣により小学校が発足

して以来明治 19年 (1886)の ｢小学校令｣の制定によってその基礎を確正した｡

｢学制｣発布の際公布された明治 5年の太政官布告第 214号(｢被仰出番｣ )は国民皆苧 ･義

務教育の思想を示すものである｡これlこよると,教育の主眼は明治維新の国是を具現しようとする

もので,正身 ･治産 ･員業等の実生活に置くものであった｡現成羽町の属する小田県は ｢学制｣に

定められた学区の第5大学区であったが,翌明治 6年 (1873)には第 4大学区となった｡さら

Iこ.明治 9年 (1876)には小田県の岡山県との合併により,成羽町は第4大学区第 11中学区

と変った｡

この学区をもとに小学校が実際に設殴されたのは,明治 6年 4月以降である｡小学校の設粒は一

般に.(1)従来の寺子臣 ･私熟を廃して新しく小学投を設匝したもの｡(2)寺子屋は維持 したまま新し

く小学校を設直したもの｡(3)学区制に基づいて寺子臣を合併して小学校(こ改造したもの｡(4)藩校を

母体として小学校を設置したものに分けられる｡しかし,小田県の小学校設置は明治 5年 6月の県

庁布達.

-,夫 レ人ノ世こ生ル､ヤ.･･･(中略 )････今ヤ文明日進ノ際学術大二変ツ其昏-平凡ニシテ其

説ノ､実用ヲ主 トシ日用窄際ノ事務ヲ始 トシテ各科ノ掃理二至 り一軒二渉レ-入野必衰専ヲ増シ実

二開巻有益ノ芋 卜言 7-シ此時二当り当県内二於チモ上 天朝ノ御趣意ヲ債語シ下県庁ノ命令ヲ

遵革シ近来続 啓々撃所ノ設7リ･日･(中略 )･-･早目全国ノ学制一定ノ御布令71)自今而後｢椴

ノ人民六歳以上ノ者ノ､必学サルヲ得サルノ御規則ナリ当県二於テ-四ヶ所ノ中学校八百余ヶ所ノ

小学校ヲ設ク可キ程ノ管内ナレ-今ヨリ啓蒙所ヲ直チニ小学校卜見ナシ只管募金社米等ノ方法ヲ

設ケ学究ノ資本ヲ盛大ニシ人才輩出スルノ基礎ヲ堅固ニッ比恥ノ先糎ヲ為サ ､ル可カラス基礎ヲ

堅固二江テント欲スL,-従前啓苧所ノ弊害ヲ除サル可カラス-･･(後略 )
(9)

続いて明治 6年 2月の県庁布達,

(前略 )･･-之二依テ今般文部省二於テ学制ヲ定JL追 教々則ヲモ改正シ布告二及7-キニッキ自

今一般ノ人民必ス邑二不学ノ戸ナク家二不学 ノ人ナカラシメ1/ヲ期ス人ノ父兄タルモノ宜シク此

藩ヲ地雷シ共変育ノ倍ヲ厚シ其子弟ヲシテ必学二従事セシメサル-カラサルItノナリ

(中略 )･-･

右之通被 仰出二付当県二於テモ従来ノ啓硬所規則文部省規則二照準シ左ノ通相改侯粂其怠ヲ鰻

認シ実意 ノ勉励可有之侯事

(後略 )--
(10)

lこ示されるようfこ.寺子屋･滞投を麻止 した扱設正された民焚妬校の啓苧所を母体としている｡成

羽町で,明らかに啓鷲所を成江起源とする小学校には成羽小学校と目名小学校がある｡そして,覗

治 6年には現成羽町正小学投の母体となる小学校がでそろった｡(衰10-114参照 )こういう情況

で設置された小学校の実態を全国的にみると,明治8年 (1875)においても校舎は約 40年が
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寺院,約 33車が民家で新築はわずか約 18年のみで ,教員数 も大半が 1,2名 というありさまで

あった｡

表 101 1- 4 学制頚布時における成羽町の小学校

校 名 所 在 地 現 在 の 校 名

確 率 小 学 川上郡下原村 成 羽 町 江成 羽 小学 校

厚 情 小 学 同 布寄村 成 羽 町 立 布寄 小 学投

希 賢 小 学 同 坂本村 成 羽 町 江 坂 本 小 学 投

拡 智 小 学 同 吹島村 成 羽 町 江 吹昌 小学 佼

｢岡山県教育史 中巻｣p91より作成

明治 12年 (1879)になると ｢学制｣の全国画一的な中央集椿制を攻めて,教育の権巌を委

ね,地方の実情に適合させる方針のもとに初等教育を中心とする改革をめざした ｢教育令｣が公布

され,翌明治 13年 (1880)には実情への妥協的自由の方針を改め初等教育に対する国家の統

制を強化す るために ｢改正教育令｣がだされたoさらに,明治 14年 (1881)の ｢小学校教則

綱敬｣によって小学校の編成が改められ,実質明治 6年か ら始まった小学校制度は全国的統一され

ていった.この時期の成羽町における小学校は表 10-I- 5,表 10-1- 6のようにな ってい

る｡

表 10- 1- 5 明治 13年における成羽町の小学校

校 名 所 在 地 現 在 の 佼 名

確 率 小 学 下 原 村 成 羽 町 正 成 羽 小学 佼

洗 心 小 学 下 目 名 村 成 羽 町 江 目名 小 学 校

希 賢 小 学 坂 本 村 成 羽 町 江坂 本 小学 校

中 野 小 学 中 野 村 成 羽 町 正 中 野 小 学 校(昭和 55年解放 )

拡 智 小 学 吹 転 相 成 羽町 江 吹 島 小 学 校

マ マ原 泉 小 学 小 泉 村 成 羽町 正 小 泉 小学 投(昭和 53年顔較)

｢学事年掃｣より作成
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表 10- 1-6 明治 15年Iこおける成羽町の小芋投

学区番 学 校区 所 在 地 通 学 区 域 町 村 名

1 確 牽 川上郡下原村 下原村 ,沸教村 ,円字臣原,佐 木々村字本村

2 洗 心 下目名村 下目名村.上目名村,内幸福松ヲ除ク

21 希 賢 坂本村 坂本村

24 轍 晋 穴田村 布有村 ノ円田原 ,艮砂,阿部山ヲ除ク

25 中 野 中野村 中野村

26 拡 智 吹星村 吹屋村

28 泉 原 小泉村 小泉村 ー羽1.∫.j村

｢岡山県教育史 中巻｣ P323- 325

さらに明治 17年 (1884)には岡山県布達 ｢小単投教則綱領｣によって各小学校の専科が

表 10- 1- 7のように決定されたO

表 10- 1-7 明治 17年 10月 25日の専科決定

等 科 学 区 役 名 位 殴 備 考

宿中初等科 第 1番 確車中軍役 下 原 村

中初等科 〃24〃 轍普小学校 穴 田 村 揃等料-催削 ､学校 ト連合授業

同 〃26〃 拡暫小学校 吹 良 材 同

初等科 〃2〃 洗心小学段 I下 白石 Hl 中等科ハ礎懲小学校 ト連合授業

同 〃30〃 成美小学校 成 羽 村 間

同 〃21〃 希賢小学校 坂 本 村 中等秤-拡智小学校 ト連合埋草

同 〟25〃 中野小学投 中 野 村 同

同 〟28〃 泉原小学校 小 泉 村 中等秤-轍習小学校 ト適合度菜

｢岡山県丑青史 中巻｣p.386-P.387より作成

ぐ,)尋常 ･高等小学校

明治 19年 (1886)に,国家主義体制篠江に相応する学校制度の確立を慈図した ｢小学校

令｣が.森有礼によって制定された｡この法令はIiq鯖 23年 (1890).明治 33年(1900)
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と数度にわたって改正されたが,昭和 16年 (1941)実施の ｢国民学校令｣に至るまでの長い

期間我が国の数府の基本となった｡これによって,尋常小学校 ･南等小学投と貧閣家庭の児童を対

象とした小学簡易料が設旺されることになったが,文部省の簡易科正視の姿勢に反 して簡易科の単

独 ･併令設Ⅲは48歩どまりであった｡成羽町においては,これ(こ伴い高等確簿小学校が設'mされ.

また洗心小7;校は下El名簡易小学投と改称された｡その後明治 23年の改正では冊易刷は廃止され

3年または=巨のU,弔科が忍敵された｡ (表 10- 1- 8参職 )明治 33年の｢小学校令｣により

一周必備きれ,明治 38年 (1905)には4'rf一利尋常小学校が 90帝を占めた｡

RI10- 1- 8 小学校位隈等科 (明治 23年 3月 12日)

学 区番号 等 料 校 名 位 ml

苗 等 川 上 東成羽村大字下原

第 - 尋 常 東 成 羽 帆

支 佼 伺 下目名

第 十 尋 常 吹 瞳 吹匡村大字吹屋

第 -支佼 同 中野

第二 支投 同 坂本

第十二 尋 常 中 中村大字長雌

支 佼 同 小泉

｢岡山県教育史 下巻｣ P.90-P.91より作成

さらに発展拡充 した小学校教育は明治 40年の改正により佐井年限が6年となり,これによって

義務教育 6年間が国民の共通基礎課程として成江するとともに,義務教育から直様に中学校や応等

女芋佼等の中等教育に接続することになった｡このことは南等小学校を一般大衆の子どものための

完成教育の摂関 としての性格をもっこととな ったo以上のような明治時代の小学校制度の変遷は図

10- 1- 2にまとめることができる｡

明治 33年の ｢小学校令｣の改正と明治 40年 (1907)の義務教育年限延長によって催正し

た小学校制度の基本体系は,その後昭和 16年に国民等投が成立するまでの間には比蚊的艮掛 こわ

たって著 しい変革はなく,財政面 ･教育円容血においてその制度的補強扱衛が進められたoまた,

大正から昭和 1 6年までにかけての小学校設位には苗等小学校の著しい拡充がみられ.感得荷等小

学校が小学校全体の中で占める割合は明治未年に約 40帝であったものが,大正以降では約 70番
にも遷 したのである｡

(j 国民学校

昭和 6年 (193I)の満州弔変以後.学校教育は次軌 こ磯争の彫響を受けるようにな-,たが.

特に昭和 12年 (1937)7月から始まった日華ホ変は学校教育に概時色を色濃くしていった0
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図 10- 1- 2 明治期小学佼制度変遷図

(｢学校の歴史｣第二巻 P.31より引用 )

表 10- 1- 9 成羽町の国民学投

校 名 所 在 地 校 長 名

成羽国民学校 川上郡成羽町下原 近 藤 秀 追

目名 〃 〟 〟下目名 本 宙 毘 値

吹屋 r/ // 吹監町吹崖 LIJ & = -

布寄 〃 // 中村長軸 # & iE -

｢岡山県教育史 続編｣ P.37より作成

戦時下の小学校教育は挙国一

致体制の確iT_の臥印と密様な

幽係をもって展開され.次第

に皇国主義化 し,昭和 16年

3月 1日 ｢国民学校令｣が公

布され国民学校が設院されたO

(表 10- 1- 9参照 )この

国民学校は昭和 22年(1947)･

3月に制定された ｢学校教育

法｣に基づいて新学制が発足

するまで続いた｡

㈹ 目名小学校

近代学校の成江を具体的に

目名小学校でみてみたい｡目

名小学校は明治 6年 1月の小

B]県小学校規牒布達,同年 2

月の啓砦の諭告により,同年

4月,下目名の毘沙門寺 (図

10- 1- 3,写井 10- 1

- 4参照 )に啓碧所を尼いた

のが始めである｡釆迎山菜相

寺の田井住職によると,この

昆抄門寺はもともと神宮寺と

いって神仏混合の時代lこ御ETV

神社のみこしが休む御旅所で

あったところから見沙円山神

宮寺と称された小さな寺であ

ったが,1700年ごろ実相

寺に合併されたため席寺とな

り寺子屋として使われていた

ものだそうである｡従って,

目名小学校も全国的に最も多

い寺院を校舎として創設され

たといえる.この時の学区は上目名と下 El名であった.上目亀の灘波慎太氏所蔵 ｢思ひ出の記｣に

ょれば,当時の先生は成羽滞山崎の家来で小川武夫氏と鼎ll借太郎氏で,教科宙は当初 ｢学問 ノス

･,,J｢世界図養｣｢究理問答｣｢西洋番惜｣であったが,設正敏 3年日にはqi語成八枚,連語図
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十枚や減T.りIJ々 及び乗許九々図,

｢小学読本｣ ,井盤,｢息国地誌｣

｢明倫瓜葬｣等であった.

明治 11年 (1878)には下

El名村柁花 (図 10- 1- 3)に

校舎を新築したことから,学校の

設備拡張が必度なことや,拡張で

きるほど学佼が充実してきたこと

がわかる｡さらに,この頃洗心小

学校と改名した｡そして明治 16

午 (1883)5月 25日の訓令

が女教師及び児塵の袴と靴の岩用

を禁止 し,さらに明治 19年1月

に異鼓の禁が解除されたことが

｢成羽町立目名小学校沿革略史｣

に記録されている｡続いて明治20

年 (1887)4月の学制改正により

下目名簡易小学校と改称している｡

｢川上部麓｣にまれは,簡易洗心小

学校と改称したとあろが,たとえ後

者の校名であったとしても,.明治

19年の ｢小学校令｣による小学

簡易科が設匠されたことを明確に

示しているといえる｡明治 21年

には,校舎を字宗国道 (図 10-

1-3,写蕪 10- 1- 5参照 )

写異 10- 1- 4 昆沙門寺跡

写異 10- 1- 5 字宗国道

へ改築している｡ここは付近の馬場癌とともに元馬番場であったのではないかと,沿われる｡明治 23

年には尋常東成羽小学校の支投となったが.明治 26年 (1893)8月目名尋問小学校に復して

いる｡

明治 34年 (1901)10月に御旅所 (図 10- I- 3,写頒 10- 1- 6参照 )の北に新佼

合を起工し.昆沙門寺から数えて4度めの校舎fこ移転することになったO実相寺田井旺鴨によれば

当時の校舎は平屋建てで 2棟あり,兼堂は無く,学校の南東の隅に事務所があったそうである｡こ

の時学級数は6学級だったそうであるが,この後学級増加のため明治 35年 (1902 )3月 20

日に現在地 (図 10- 1-3,写葵 10- 1-7)に改築移転 しているO

この頃以後,明治の終 りまでは実業科数百促進の影響を受けていることが成羽町江目名小学投沿

革略史からよくわかる｡(表 10- 1- 10参照 )
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菱 10-1-10 成羽町立目名小学校沿革昭史

年 代 弔 柄

明治 34年 5月 附設実菜補習学校

37年 5月 裁挺専修学校を附設

38年 3月 政経専捗学校を免止し,女子果菜補習学校を附設する

38年 6月 学校園を借入し.疏焚栽培を行 う

39年 6月 学校園を返却.花坪栽膚を行 う
39年 12月 授業課目に手工.唱歌.裁捗を加設する

｢川上郡娃J,｢成羽町立目名小学校沿革略史｣より作成
昭和にはいると ,まず昭和 7年

(1932)に6学級編成となり,

11年 (1936)には新校舎が

竣工落成 し同日移転の結果 .現校

舎に至っているO学校名も.昭和

16年 (1941)には目名国民

学校と改称 し峨時下の国民学校時

代をほうふつさせるが,昭和20

午 (1945)目名小学校と改称

し,現在(こ至っている｡

写PEI0- 1-6 御旅所北
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衷 101 1- 11 成羽町における小学校の変遷図

f:ffL,M,TIS･は明治,大正,昭和の略であり,･※El]の両校は成立順序が定かでない｡
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図 10- 1- 3 目名小学校の校舎iltl鑑

変 遷 図

但し,番号は噸番を示す｡

(b) 中等i,-S等教育

打) 中等学校の発達

中等教育を行なう軌 ま初等教育学投と柘等教

育学投との中間に位'Eすることになり,学校体

系上両者を模範させる役割を担うといえる｡こ

のため.中等教育の場-中等学校は高等教育の

ための教育と卒業後社会に出て中堅階層を構成

すべき者の教育の両方を受けもつことになり,

この教育内容の相違は学校種別の多様化をもた

らした｡中等学校の歴史をふりかえると,我が

国の中等学校は明治 20年代前半までは総合的

中等教育機関として存在していたが,明治 20

年代後半に入ると日沼戦争等の対外経験から実

業教育が董祝され中学校は突発学位.荷等女学

校と独特の機関として発展 し始めた｡この結果,

明治 32年 (1899)には ｢中学校令｣｢葉

菜学校令｣｢商等女学投令｣の三勅令の成江を

みて,中等学校が目的および機能によって三系

統に分化され,これ以後.中学校,実薬学投,

荷等女学校はそれぞれ男子高等嘗通散骨.実業

教育,女子高等哲通教育を目的として急速に発

達した｡特に高等女学校及び実弟学校の発運は

著しく.昭和初期には丑的に中学校を竣璃するに至ったO

また.小芋佼卒菜の勤労野年に小学校教育の補習と簡易な曝業教育を施す学校として創設された

実業補習学校(明治 20年代 )と軍縮を契屯として予備戦力の充実のために男子百年に弔事教育を

施す目的で大正 15年 (1926)に設置された青年訓練所も普及 ･発展した｡そこで,昭和 10

午 (1935)には,実業補習学校と百年訓練所を統合して仔牛学位とし,昭和 】4年 (1939 )

から男子に対する青年学校教育が義務化された｡この勤労帯年を対象とする野牛学校が義務制化さ

れたことは国際的にみても柿なことで注目に値するO

大正以後,各種学校による技芸的教育も盛んとな り,中等教育段階は多様化 ･大衆化の様相を豊_

したが.昭和 10年代の職時期にはいると,中等掌紋生徒も本釆の学課に馳む余裕も失われ.終戟

後の全面的学制改革により戦後の中等学校は転乗を迎えた｡
(ll)

(I) 新制中学校一成羽中学校

昭和 22年 (1947)3月公布の ｢学校教育法｣に基づく中等学校の再編式として生じた新制

中学校の沿革を,成羽中学校でみてみたい｡

成羽中学校沿革の起源は.学校要先に示されているように昭和 22年 4月間LIIL,F.iJl止郡成羽町立
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成羽中学校として川上郡成羽小学校に併置 (成羽校舎 )同じく川上郡中村正中村中学校として川上

郡布寄小学校iこ併設 (中校舎 )されたところにある｡両校舎ともその後校舎が新築された後.昭和

47年 (1972)4月.成羽中学校と中中学校が名目統合し,昭和49年 (1974)4月実'fi

統合することになり現成羽中学校となっているO成羽中学投には昭和 54年 (1979)現在234

名の生徒が在籍 しているが,うち27名が有情膏から通学 しているO寄宿舎は良く鮭備され寄宿舎

生活の充実が伺えるが.中学生が親元を離れて寄宿生活をしなければならないというのは間選だと

いえよう｡

〔う 新制高等学校

新制高等学校は昭和21年 (i946)12月 27日の教育刷新委員会の耳議に基づいて昭和23

午 (1948)4月より設定されたd新制高等学校は.それまでの旧制中学校 ･高等女学校 .青年

学校が果してきた/&割を,学校間の格差をなくし数耶 容 ･水準 ･施設 ･設備 ･敢良資格を同一の

ものとして受け継ぐものだった｡しかし早急な実施と職後の困難な経済状況のため旧制中等学校が

母休となり実施された｡従って,新制高等学校は良かれ慈しかれ前身とする旧制中等苧投の影響や

制約を受けることになった｡この新制高等学校の暫定的な不徹底さや不統一さを改める動向は主に

昭和27年 (1952)ごろまで続いた.

戦前の中等教育がそうであったように.観解職争を葵屯とする我が国の経済の大きな発展とそれ

に伴う内外情勢の大きな変化は,教育の逆行と転換を促した｡即ち,産業の復興,経済の莞展に伴

う中堅技術者の養成 と勤労青少年の教育が必要とされ始めたことと,総合制荷投に対する俵英教育

の不十分さへの批判である｡これら等の動向により癖兼学投の単独投化が促進されるに至 り.これ

lこよって学区の再編成が行われた｡その後学習頼導要衝の改訂(昭和 31年 (1956)).科学

技術教育の重視等を経て今日のように入学者数の多軟化と多様化に至っている｡しかし,高等学校

の多様化と高等学校進学率増加は昭和40年 (1965)頃からの高校生の受験体制下の組み入れ

を促 し,現在に至るまで困難な開度を提示 している｡

(j 成羽商等学佼

成羽町にある新制高等学絞,岡山県立成羽苗等学校も新制苗等学校の歴史を受け継いで成正して

いる｡同校沿革史によると.同役の前身は岡LLJ県成羽宵等女学校で.大正 15年 (1926)3月

I2日成羽町大字御茶臣の旧成羽小学校校舎を使用し.同年 4月 10日,世業年限 4ヶ年の本科と

2ヶ年の実科を置いて開校している｡昭和6年 (1931)2月 1日校舎改築竣工で之に移転し,

昭和 14年 (1939)3月 29日付をもって県営に移管せられる｡続いて ,昭和22年 4月 1日

学制改革により岡山県江成羽高等学校 (現名称 )と弥し男女共学の全日制普通科 ･家庭科の二課程

を設FEする.以後,同校は教育の多様化時(こは手荘分校や川上校舎に農業課程を赴いたものの.戟

後のベビーブームによる生徒の高校進学に伴い.全国的債向である普通科単独課凝設匠とな9.,節

制高等学校の沿革史を映し出して現在に至っている｡

(3) 成羽町(こおける教育の現状

これまで,近代以降の教育の沿革を述べてきたが.以上のような歴史的背崇をもつ成羽町の教育

の現状をみてみたい｡
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(a) 初等義務教育
用 児童数の変遷

成羽町における児童数の変惑 (図 10- I- 4参照 )をみると,まず明治時代においては資料が

わずかであるため断言しかれるが,明治 13年と明治 34年の児亜数を洗心小学校 (現目名小学校 )

と拡智小学校 (現吹星小芋佼 )で比較すると,両校とも児童数はほぼ 2倍に上昇しており.これは

明治時代における小学校制度の充実と国民哲学の梢神がいかされているといえる.次に成羽町の小

学校全体でみると.昭和 20年ごろ急にそれまでより掛 ､伸び率を示 し,それ以後一定の児整数を

保ちながら,昭和34年～昭和 36年をピークにすべての学校で申しあわせたように児童数が激減

している｡しかも,10年間でどの小学校でも半数に落ちこんでいる｡これは,戦後のベビーブー

ム期(こ出生 した児塵が卒業 したためで一般的憤向と貰えよう｡ただ注意しなくてはならないのは,

第 2次のベビーブームのおりにもあまり児表敬がふえず,減少の一途をたどっていることであり,

このことから昭和 34年へ昭和 3 6年以来の児虚数の減少は,単にベビーブームの終局だけでなく.

成羽町の過疎化も一因するのではないかと思われる｡さらにすべての小学校のグラフが同 じような

動きを示すことから,成:J]町においては局地的に人口が袋中することはほとんどなく,一様に過疎

化が,特に昭和 36年～昭和4 3年にかけて進んだと言える｡現在,勘式学級をもたないのは,成

羽小学校のみであり,昭和 40年前後成羽小学校(こつぐ規模の目名小学校においても昭和 52年度

から殻式学級が編成されている｡

(p) 初等義務教育の就学率の推移 (図 10- 1- 5参照 )

学事年軌 こよると明治 13年には4 1啓であった尋常小学校の就学率は,明治 34年には女子で

64飾,男子においては 9 1帝にも違しているQこれは,明治 5年の学制以来 ,Bl民哲学の政策に

よる小学校入学の推進がなされてきた成果であり,反面,まだまだ如女子の学問が軽んじられ,衣

子の芋佼自体に通うことに理解のない親もいたことを示すと言える｡図 10- 1- 5でみると目名

小芋投と成羽町の就学革は,明治 44年以後はば 100帝を/-I(すほど伸びている｡両者をより明確

に比較するために全国の就学率を加えて表に示すと次のようになる.表 10- 1- 12からわかる

ように,目名小学校の就学率は成.｣∃町,全国平均に比べて,わずかであるが商い｡目名では近代以

前の庶民教育機関である寺子屋が他の成朋町地威よりも少なく,まして大規模なものはなかったの

に大正にはめざましく就学率があがっているところをみると字ぐるみで小学校入学を心がけたので

はないだろうか｡ともかく,成羽町と全国を比較 してみても成羽町の方が全国より拓くなっている0

これは成羽町が都市部に比へて人口流動が解であったため.就学を認識させる機会が多い竹串であ

ったといえる｡

〔う 保襲者の仏器にみられる変遷

図 10- 1- 6に示すとおり,中野小学校児童の保整者の松葉は過去 25年間に大きく変わって

いる｡昭和 50年は保護者が 29名と少ないため.断言はできないが,鼻薬が除々に減る傾向にあ

る.また昭和43年の吉岡鉱山の閉山とともに昭和 45年,昭和 50年と鉱業開床の取英をもつ保

盛者がいなくなっているo代わりにサ-ビス糞などの第 3次産業がふえているのは一般的な憤向で

ある｡
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表 10- 1- 12 全国 ･成羽町 ･目名小学校の就学率の比較

(単位 飾 )

年度 (大正 ) 2 3 4 5 6 7 8 9 10

目名 盟 100..00 1(油.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 1∝).00
女 100.00 100.00 100.00 100.00 loo.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平 均 loo,00 1(XI.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

成羽 男 98.65 98.65 99,28 99.08 99.34 99.77 100.00 100.00 -

衣 98.06 98.06 98.改) 98.97 99.40 99.58 99.99 99.24 -

平 均 98.35 98.34 98.02 99,01 99.37 99.67 99.99 99,62 -

全国 男 98.74 98.80 98.93 99.01 99.05 99.12 99.14 99.20 99.30

女 97.54 97.67 97.96 98.18 98.38 98,58 98.68 98.84 99.03

｢学校十覧発振｣｢成羽町現勢調査簿｣ ｢学校の歴史 第二巻｣より作成

(単位飾)
昭和30年

昭和35年

昭和 40年

昭和 45年

昭和 5 0年

農 業 92

第 2次産業 35

図 10- 1- 6 保等者の敢薬にみられる変遷 (中野小学投 ) (｢学校台帳｣より作成 )

(b) 初等義務教育の拡充一日名小学校高等科捗学串の推移

図 10- 1-7にみられるとおり,目名尋博小学投荷等科への入学老母熊田となる目名尋常小学

校の卒業者数は,総数が/9ないため数値の変動が大きくなりがちであるため断言はできないが,男

子は昭和 8年以降倍増 し,女子は明治 44年 .45年と大正 12年から昭和 5年にかけて多数を示

しているQ表 10- 1- 12でも述べたように目名小学校の就学率は明治 40年ごろから1OO再

lこ近くなっていたことより,図 10- 1- 7の軟値は目名lこおける児童数をそのまま表わす といえ

よう｡さて,以上のような実態をふまえながら図 10- 1-8をみるならば,高等科への入学率の

明治末期から大正初めにかけての落ちこみは,個人の於苧意欲の低下よりも社会的影響が大きいの
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ではないかと思われる.が,ここでは詳しい考察を避け,グラフを提示するにとどめておく○

(d 中等教育

打) 生徒数の変遷

図 10- 1-9より生徒数の変遷をみるのに,小学校の児童数変遷 (図 10- 1-4参照 )と比

較するとよくわかるように,児定数の変遷とほぼ同じ変遷の経過をたどっているといえるOただしI

小学校の児童の卒業後の結果が生徒数の変遷にあらわれるため,児童数の変遷とは年が 2I3年ず

っずれることは当然といえる｡また,成羽中と吹昼中を比較すると成羽中のグラフの方が流動的で

変動が激しいといえるが,これは成羽の方が成羽町の中心として存在するため人口の増減が激しい

といえる｡また成羽中のグラフにおける昭和 47年の急増は,中中学校を統合 したため増加 したに

すぎない｡統合の結果,成羽中の校区は広範囲となり,寄宿舎を利用しなければならない生徒が存

在するということは忘れてはなるまい｡また,吹屋中の昭和 43年以降の急変は吉岡鉱山閉山に幽

遠すると患われ,生徒数の変遷は地元産業にも大きく影智されるといえよう｡



22 232.I25 2627:28 29ユ0 31:】233 3435:16 37 3839 4か 411213･1445 46ノ17118 4q 50 51525二15▲1

昭軸

図 10- I- 9 生徒数の変遵 (ロ) (吹畠中学校 生徒数 ｢学校沿革誌｣より作成 )

(ロ)進学率の推移

図 10- 1- 10より中学校から高等学校への進学率は昭和 40年以降大幅に増加している｡こ

肥 E
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図 10- 1~ 10 成羽中報 の進学率V)(霊 蓋望悪霊㌘ 警警 警 )よ｡作成
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図 1 0- 1- 1 0 中学校の進学率の推移(⇒ (吹屋中学校 ) (｢学校沿革譲｣ )より作成
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図 10- 1- 10 中学校の進学率の推移 (中中学校 .成羽中学校)

(｢苧佼沿革狂｣.｢学校基本調査釆綴｣より作成 )
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れは.経済の高度成長掛 こ匂った進学ブームを反映したものと思えるOただ途中.昭和 46年に急

激に進学率が急に低下しているのは石油ショ ック等の世相不安定の具現といえるかもしれない｡敬

後まもなくの進学率が50年に満たないのは.生活に余裕が無かったことと,新制中学卒業-旧制

高等科小学校卒業という意熟から,中学までで学問は十分と判断する保辞者が多かったともいえる

のではないだろうか｡ただ,現在のように.進芋串がほぼ 100帝に運すると今度は.希望する拓

投に入学できない者やこの状況下でも進学できない昔がいるなど,あらゆる方面の問題が進学に係

わるので,その点に留点 した進学帯導が課題となっている｡

〔う 保発着の職業にみられる変遷

図 10-1-11から保証者の輪業の変遷をみてみると.中野小学校の変遜 (図 10- 1- 6)

と同じく.昭和45年から昭和 54年までの 10年間で保楚者の農業従事者が42,9秀から17.1

帝まで大敵 こ減っている.これに反して.第二次産業従群書や第三次産業従事者は大幅に増加し製

造業では 10年間に4倍に増加している｡これは一位的な風潮を反映しているといえ,吉岡鉱山の

影響を受ける中野小学校よりもさらに一般的な変遷といえるのではないかと思う.ただ注点 しなけ

ればならないのは.公務従事者が 10年間ほとんど変わらないのは.成羽町成羽における公共藷機

単位帝
昭和 45年

46

47

48

49

50

51

52

53

54

≡ ≒ ≦ヽ ′ヽ′■

1LⅢ IL:.･3･:I:･:.::.r両 十tjl15r2二重l,｢七. /,7 //.日日

図 10-1- 11 保賢者の取業の変遷 (成羽中学投 )
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関が大きな割合をしめている盛付けとなるのではないかと考えられる｡保醍者の職業の変遷は,ま

すます典薬-第一次産業従事者の割合が減少し,第二 ･第三次産業従水着の割合が増えるだろう｡

(d) 筒等教育

打) 大学進学の現状

｢投書こ.全日制普通科高校においては大学 ･短大等への進学率が非常に高い割合を示す憤向にあ

るが,図 10- I- I2より成羽柘等学校の現状をみてみたい｡成羽高等学校でも一般的憤向から

頬推 して大学進学率が圧倒的に霜いと思われたが.図 10- 1- I2をみる限 りでは予想外に就職

率が高いのが現状であるO具体的に進路別にみると,まず進学率では昭和 49年を頂点に増加 .減

少 している｡昭和 40年から比べて進学率がどの年も増加 していることは,一般的な進学ブームの

現われといえる｡次に就軌 ま昭和 49年まで大学 ･短大 ･各種への進学に押され気味であったが,

昭和 50年以降一応増加する傾向にある｡さらに高石を含む各種学校への進学は.大草 ･短大への

進学が大幅に伸びた昭和 46,47年を除いて常時 10- I5年を占めている｡

以上のような現状をかもした'す重囲としてまず.成羽席等学校のカリキュラムには,普通科とは

別に就職指導のカリキュラムが含まれていること(表 10- I- 13参照)があげられる.このカ

リキュラムによると.就仏を希望する者は位柘 17申位まで職業科日を受けれることになるOこの

tLl化≠

肘1k140年

4l

L12

43

･t1
45

46

47

48

49

50

51

52

53

但 し 昭和 40- 48年の空欄はほとんど就職

図 10- 1- 12 成羽高等学校の進学 ･就取寧

(｢学校要覧｣ ｢卒業生進路状況調査票｣より作成 )

- 4 1 4 -

結果 ,蹴破を希望する際の普

通科生徒不利の状況はある樫

鹿解消され就職希望を容易忙

しやすいと思えるO一方 ,価

理的条件から武略希望の生徒

もやむをえず成羽応等学校に

入学する状況が考えられるの

で,職薬科Elの設定も必然的

に要請されるものといえる｡

つぎに,進路桁尋が生徒一人

一人に行き渡 っているため.

各個人が自分に適 した進緒選

択をしている結果とみられる｡

これらの怖弟から,成羽応等

学校では今後一層多方面への

進碕状況が得られるのではな

いかと思われる｡



教 育 課 程 普 通 科

若 -翠名 科 目 名 療準単位 共 共通A薪塾 B類型1年 2年3年 3年
単 位 単 位 単位 単位

国語 現 代 国 語 7 3 2 3 2aH23
古 典 l 乙 5 3 3

古 爽 甘 3 × 3

杜Aコ言 倫 理 .社 会 2 2 22cj'2 2日 本 史 3 33Jk-"～"■昇--~ 吏 ､3 ○2 ○▲吉■日日
地 理 A 3 3 △ 2̀ 0 3

敬jLLL.チ数 学 Ⅰ 6 7 2
数学nB5 5 △ 2 a3教学Ⅲ5 a 5

物丑担物理Ⅰ3 3

物理Ⅱ3 × 3化学Ⅰ3 3化学Ⅱ3 3 '* 畠生 Ⅰ3生物Ⅲ3 ×~L-5
保体体育(輿)ll ○d 94 ● ◎3体育(女)与～9 ■~02 Oz @3..__9-J3-"L

蛋術音楽Ⅰ2 x2 ▲4

膏■一重--"-甘2
美術I2 x2 2 ‥‥~~ー●~3一一atl2美術皿2 5寄道~~~‥i2 #3 5英語B15 6 4普通科目単位数計 32一一34 32-34 17-34 34

l家庭家庭一般4 Q,2 0.2
被脂l2-6 ●3

食物12～6'-HHHL ×3感.~3手 芸2一一6
1商莱帝記会計l3～5 △4計算実務2-8 ▲4噺薬科目単位数計 2-0 2-0 17-～0 0ホームルーム 1 I 1 1
ク ラ ブ 活 動 1 1 1 l

備考 3年B頻塾

① ○印社 ,×印理計6科目の中よりそれぞれ 2科目づつ選択する.

④ 数Ⅲa5を選択 しない者は古乙Ⅱ&'12または夷Ⅱa‖2のいずれか一方および数EB
a13の計 5単位を励習するo

図 10- 1- 13 成羽荷等学校におけるカリキ ュラム
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(p) /_-E徒の通学方法と片道所要時間

まず,迅芋方法については,昭和 41年 と昭和5 1年の 10年間には自転車とバスが大敵 こ減少

し,オート/(イが大敵 こ増えている｡調査対象生徒が変わっているので.一概にいえないが.経済

的な国民生活水準の上昇からオートバイの供給が増えたこと,成羽町の適職の舗装率が良い一方改

良率が惑いことか ら路線ノくスの遊行状況が惑いので公共交通横網に頼 らず,オート/(イ等で来る生

徒が多くなったとはいえるのではないかと樹える｡従って.通学時間が短い生徒が多いとはいえ必

ずしも近鹿雛から通学 しているとはいえないO資料不足から,ただ串にグラフが示すことのみのBf!

解にと めゞた｡

0% 100%

昭和4 1年

昭和 51年

昭和41年

05 100%

30分未満 30-塞

図1011113 通学方法と片道所要時間(｢学校安東 ｣より作成 )

(朝森君愈 ･ 沢田美雪 )

引用文献

(1) ｢成羽小学校百年史｣ f'3

(2) 同 上 P3- P4

(3) 岡山県教育会厨 (1937) ｢岡山県教育史｣上巻 P123

(4) 同 上 P 122-P 123

(5) 上 掲 (1)P6

(6) 備中町史編集寮艮会 (1972) ｢備中町史｣本編 P844

(7) 蕗見車夫編 (1942) ｢小田県史｣ p177- P178

(8) 上 掲 (1) P8

(9) 上 掲 (7) P49

00) 上 掲 (7) P62- P63

仙 仲新監修 (1979) ｢学校の歴史｣ 3巻 p3- P4

参考文献

○ 仲新監修 (1979) ｢学投の歴史｣ 2巻

○ 同 上 3巻
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○ 岡山県教育史刊行会 (1942) ｢岡山県教育史｣ 中巻

○ 岡山県教育史刊行会 (1961) ｢岡山県教育史｣ 下巻

○ 岡山県教育委艮会 (1974) ｢岡山県教育史｣ 続編

2 社 会教 育

(1) 現代社会教育の沿革

成羽町の社会教育は.観後,当町の教育行政として公民館を社会教育の中心Iこ置き,群集は全面

的に公民館が担当してきている｡しかし全体を統括しているのは教育委員会である｡

(a) 社会教育の重点施策,基本方針
㈹ 昭和 30年代 各公民館は20年代後半から30年代にかけて建設されている｡しか

し施設.設備が不十分であり,その製麻,拡充に重点が放かれている｡
昭和 30年に社会教育実験町村指定を受けて視聴触 材の導入と,その利用に力を入れているO

当時は ｢教育映画を見る会｣としての活動が主であったが,しだいに八ミリやスライ ドなどで創作

し,創作教材として使用したり,現在(S54年 )ではビデオや映写機が使われてきている｡

また現在の社会教育の中心どなるような団体が作られるなど,社会教育の基礎ができつつある時

代でもある｡

･八長寿クラブの組織 (S36)

･FOS少年団の結成 (S39)

婦人会.青年団などはそれ以前に組徹されていたものと患われる｡教養講座としての社会学級,

婦人学級,成人学級,商工青年学級も開設されている｡そしてスポーツなど社会体育が設けられだ

したのもこのころである｡

昭和 35年頃から,部落活動の推進が言われ部落臨急会を育成し,自主的な生活傾度の自覚,棉

互の共同活動ができること.その広場の提供が盛んになされるようになりだしたo

(可 昭和 40年代 社会教育体制強化という日原のもとに.社会教育諸条件の整備が行わ

れ,成羽公民館は成羽文化センター(S42)として,中公民軌 ま生活改善センターとして新 らし

く造り変えられた.また社会教育指導者の養成と確保に力が入れられ,社会教育主事の設位促進,

ボラソティア (民間有志指導者 )の養成と活動の促進がなされだした｡

昭和 44年の成羽町勢振興第二次三年計画にしたがい,胃少年の健全育成にも重点が置かれ,家

庭教育の振興,青年団の育成,カギッ子対衝としてのカギッ子鼓室の充実が方針にあがってきてい

るQ

また昭和 30年代の部落宿動から昭和 40年代は明るい町民運動へと変わり,成人を対象とした

生涯教育が新たにあがってきている｡

(,) 昭和 50年代 社会教育の重点El漂 ｢心のふれあいと人づくり｣の首蕪に代表される

ように,生きがいのある幸せな生活をめざし酔人糞に現ぎした,自発的なコミュニケーション活動
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を通 して,ともに帯び励ましあえるような人間胸係を串き.その中から心と心のふれあう豊かな地

鼠社会を形成していこうとする｡つまりいろいろな場を設けることにより.物質的にも精神的にも

総合されたコミュニティーの形成をめざしている｡このことを最優先にして,それぞれの活動を行

っている｡

このit･本に愚かれているのがスポーツであるO社会体得を推進し,各地城でのスポーツ宿動をさ

かんにし,協調心の育成 と,それ(こよる地威づくりをねらっているO

成人教育については,生涯教育の推進として,コミュニティー学級 (文化活動,親子三世代のつ

なが りをめざす )が行われ,常壮年会の育成 ,成人大学講座や高齢者学級 ,婦人学級,それに趣味

を生かしたグループt.Tj助などが行われている｡家庭教育の｢環として,家庭教育学級や乳幼児学級

の閲設がなされているO

また,町円運動 としては,花いっぱい運動オアシス運動など明るい町づくりの面でなされているQ

それから文化活動は昭和 30年代から始まっているが,文化財の調査保護に重点が置かれ現在で

は.吹星の街並保存が手がけられている｡

(田村さかえ)

表 10- 2- 1 53年度成羽町社会教育串某組織

教育実践事業- 主体的群集
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○子ども会

OFOS少年団 (成羽,吹畠 )

○スポーツ少年団 (成羽,布寄 )

○青年団

○婦人会,PTA

o各種団体グループ

○体育協会

oスポーツ教室

○民主教育推進事業

○広報活動

○自動申文庫

○家庭教育学級

○高齢者教室

○婦人学級

○図番館運動

○生酒学級

○乳幼児学級

○成人大学講座

○母と子の公民館情動



社会教育推進事業

文化財保謹

○体力づくり事業

0文化祭

o成人式

○正志式

○各館青年研修会

○社会教育連絡会

○町青年国内研修

○守年団体リ-ダー研停会

0子ども会指導者研修会

o婦人団体リーダー研修会

○体育協会,体育指導毒見会

0分館長会議,文化協会

○民主教育推進委員会→民主教育指尊者講座

○青少年問題協濃会

○社会教育連総会

〇百年協議会

0婦人協執会

0分館運営者議会

o公民館運営等法会及び社会教育委員会

o博物館,美術館運営o民俗資料の収集
○記良保存

○伝統的建造物群保存審議会

○文化財調査 (有形.無形 )

(2)･公民館活動

(a_)沿革

昭和 26年の成羽町制 50周年を積金に公民館伽江の威運がもり上がった｡同年 10月.自治警

察廃止後の建物を利用して児島虎次郎の作品を展示.翌年 4月,そこに図台館を開設,公民館活軸

を開始したのである｡昭和 28年 8月.文部省のモデル公民館建設助成金をうけ,工費 400万円

で柳丁に美術館が新築されたo当時の公民館施設には,図番館,郷土館,柔術館があT).これらの

諸施設の機能の総合的発揮が期されていたo昭和 30年 11月 3日,文部省の全国優良公民館とし

て糞彰をうけたが,時代とともに手狭となりつつあった｡昭和 4 1年,成羽川漁業組合から.新成

羽川ダム建設にともない中国屯力からうけた漁菜摘腹の中から成羽町の公共施設の建設費として

1500万円を提供されることになったQ町ではこの段会に文部省の 250万円の補助金をうけ,
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公民館の名も近代的に成羽文化センターとして再新建築の計画を持ったのであった｡昭和 42年 5

月,建設班 3300万円で現在地に建設されたQ

表 10- 2- 2 成羽文化センター L,-#概要

建 設 場 所 大字下原 967番地

規 模 大ホール部門 鉄筋 コンクリート一部 2階建

1 倍 490,750TTf (148,451坪)

2 階 252.7347㌦ ( 76,452坪)

合 計 743.4847㌔ (224.903坪)

建築面槌 532.944m' (161,215坪)

管 理 部 門 鉄筋 コソクリート3階建

1 階 190,944TTi2 ( 5.7.760坪)

2 階 156,972TTf ( 47,484坪)

3 階 167,733け㌔ ( 50,739坪)

合 計 515.649ma (155,983坪)

建築面墳 203.064TTi ( 61,426坪)

帖 物 館 l階 (図啓館 ) 142,268nf ( 43.036坪)
2階 (郷土館 ) 240,000mi ( 72,600坪)

3倍 (美術館 ) 307,200γTf ( 92,928坪)

(b)諸施設

まず,公民館活動の中核的存

､融 . 在である文化センターの設.E目

的 ,運営方法を明 らかにするた

めに,成羽町公民館設置及び便

'Pj 用条例,成羽文化七 ソタ-設捉
=:コ

こ_ d ■ 巧 ■岬

~~二

写真 10- 2- 1 文化セソター
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及び運営条例 を示すことにする｡

成羽町公民館設監及び使用条例

(抜粋 )S32.1227条例15

早

(日的 )

第 1粂 この条例は社会教育法

の規定に盛づき成羽町の

公民館に的して必要な事

項を定めることを目的と

する｡



写典 10-2-2

博 物 館

(設mtIl)

第 2粂 法第 21粂により,岡山県川上郡成羽町大字下原 967番地に成羽町公民館を設荘す

る｡

第 3粂 ･-.略 I.･･次の分館を置くo

成羽町公民館

中 分館

成羽町公民館

吹鼻分館

成羽町公民館

坂本分館

成羽町大字長袖 941番地の l
大字布寄 ,長二他.相坂

羽板 .小泉

/y 大字吹臣 838番.他の 2 大字吹畠.中野

// 大字坂本 1576番地の 1 大字坂本

(公民館の目的 )

第 4粂 公民館は成羽町のため実際生活に即する教育.学術 ,文化に的する事業を行い.もっ

て住民の教養の向上,健験の増進 ,情操の純化を図 り,生活文化の振興,社会福祉の増

進に寄与する｡

第 8粂 ･.･.運営零執会.･･,略･･･-萎艮 12名 ･･-･･｡

成羽文化センター設置及び運営条例 (抜粋 ) S42. 5.25

(目的 )

第 1粂 この条例は.社会教育法の洞神に基づき文化七･/ターの設伍及び遊皆に的し,必重な

･!]f項を定め .その健全な発達を図 りもって町民の教育 .学術及び文化の発展 .福祉の増

進に寄与することを目的とする｡

第2粂 公民館,図杏館,博物館 .美術館を岡山県Jlt上郡成羽町大字下原 967番地に設置 し,

この施設を総称 し.成羽文化センタ-と称するO

第 3粂 (1) 社会教育法第 22粂各号に矧ずる公民館か薬に胸する事項
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(2)図.LF館法第3灸各号に掲げる図冷感奉仕に関する¢項

(3) 博物館法第 3粂各号に掲げる博物弛都築に関する事項

第 5粂 文化セソクーIこ成羽文化セソクー運営審議会を位き.委員は公民館運営審議会委員をも

ってあてる｡

次に諸施設について具体的にふれてみたい｡

成羽文化セソクー(成羽町公民館 )

打)美術館

成羽町夷術鮒 ま.当町出身の児島虎次郎の画策を追慕しその迫作を郷土に永遠 に保存 したいとい

う考えから8u設された｡当美術館所蔵rF占Iuは次のとおりである.

･児島虎次郎の絵画 184点

･徳永仁臣の絵画 18点

･琉谷国四郎,吉田億 ,片岡銀乱 臣藤一茸,妹尾寿信 ,小林和作,EEl村孝之介 ,川月良夫な

ど絵画 数 10点

･児島矩-.宮本隆の彫刻 数点

(ロ) 博物館

成羽化石コレクションと陶器塞とに分けられる｡成羽jth方は中生代三塁紀の貝と植物化石の豊Flg

な点は羊界でも有名であるが,当館にはその化石 160点が展示されている｡また児島虎次郎が外

遊中に収駐 したエジプト,ヨーロッパ,中国,韓国などの古美術品 900点と備前焼など陶結頬も

展示されている｡なお.昭和 53年度当館への入館状況は次に示すとおりである｡

表 10- 2- 3 昭和 53年度栢物飽入館状況 (人 )

分類 .一月 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 2 3 汁

小 人 ll 3 9 676 44 10 13 6 】663 583 ll 134大 人 92 51 81 218 111 54 100 42 81 1.052

小人 (団体 ) 327 552 155 316 1,350

大人 (団休) 105 152 115 176 386 161 165 33 10 45 1.348

無料入館者(65才以上) 35 120 48 92 116 97 36 544

合 計 465 831 290 352 530 507 660 368 75 79134137 4.428

(,) 既雷館

成羽図書館は大正4年川上郡教育会の図曲博物館に始まり,昭和 11年その経営が成羽町済世会
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に移されたo戟暗中休館の後,昭和 27年 4月から町正として発足した｡町正以前の図it,山陽新

規社から227冊寄贈,成人開放兼座によるアジア財団から143冊.須藤翁から1335冊の寄

脚などを受け,現在絵や箱数は1万余りである.昭和 53年度臥嬰室入室状況は次のとおりである.

表 10- 2- 4 昭和 53年度図心室入室状況

月 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 1 2 3 計

入室者数 1,425 8047751,612 2,064 888832962926872723956 12.839

(i)吹監分館
昭和27年5月建築落成,建坪 47Adの建物が昭和 J18年に新しく建て変えられた｡

㈹ 坂本分館

昭和 32年9月建築落成.建坪 473m1,本坊室.図苫壷,沸匪壷 2.日本間2.講堂,調理.塞

などの設備がある｡

(1 中生宿改善セソクー

昭和44年 11月建築落成 .敷地面胡 1474J｡昭和 25年 10月設置の木造2階建(事務室,

講堂 2)に比べてその設備;･Fこは格段の差がある｡なお,生活改善七./♂-は虚林業家の生盾合理化,

近代化あるいは,生活環境の改善向上に

寄与することを目的として設紅されるO

(C)活動

公民館活動は,講座の朗殻,婦人会な

どの各種団体の活動拠点としての役割 ,

社会体育 IVクT)ェーシ g ソなどの機 し

物の企画などはば広く多彩である｡近年 ,

公民軌 まコミュニティーの形成と人間性

の伸長を果たす役割を強調される憤向に

ある｡成羽文化セソクーは成羽町全域の

公民館活動の中核的存在としてその活動

をしている｡では次に具体的にその活動

をみていくことにする｡

昭和 53年度,成羽町公民館及U-その

分館の利Fq状況は次のとおT)である｡

暫
_⊥-⊥_
研捗垂
十 丁 十丁 十

図 10-2-1 中生活改善センター
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表 10- 2- 5 昭和53年度利用状況

成羽町公民館

利用形態 参加人民ベ利用回数恒)利用日数(ED 円 容

1 音楽会等

2 講 演 会 236 2 2 農作物栽培について,愛育委艮講演会

3 展 示 会 100 1 2 町円小 .中学校児亜生徒発明工夫展

4 耕習合等

(1) 辞 座

老人 〃 437 6 6 高齢者学級

成人 〃 209 6 6 コミュニティ学級,民主教育

婦人 〟 135 5 5 婦人学級

宵少年 // 2.955 90 90 莱 .剣道練習,たこづくり,SP親子大会

その他 〃 2.022 255 255 謡曲,詩吟.民謡.その他

(2) その他 300 1 2 交通法令講習会

5 発 表 会 106 2 2 琴の発表会,詩吟大会

6 文 化 祭 - 1 7 文化祭,児島虎次郎 50回忌展

7 各種相敵 22 2 2 人権相談

講座 (婦人 ) 107 8 栄養攻音数室

〟 (老人 ) 169 4 老人クラブ講座

〟(その他) 157 23 詩吟.ギク-,民謡

詐座 (婦人 ) 217 4 婦人学級

/y(その他) 267 ll 民謡,生花

各 種 相 談 50 1 老人検診

誇座 (細入 ) 334 13 嫡人学級,婦人諌病舎

〟 (老人 ) 287 ll 高齢者学級

〟(百少年) 140 ll 青少年研鯵会

〟(その他) 47 7 贋物教室

各 種 相 敦 54 2 医療相故.姐人科検彦
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表 10- 2-6 昭和 54年度グルーブ活動

教 室 名 塊 所 叔 塞 毛 壌 所

洋 画 文 化 セ ン タ ー 民 謡 吹 臣 公 民 館

詩 吟 〟 料 旦 〟
詩 吟 吹 星 公 民 館 神 楽 坂 本 公 民 館

半 8 - 文 化 セ ン タ ー 習 字 〟
詩 曲 〟 民 桶 〟
神 楽 〟 生 花 〟

ち ぎ り絵 〟 生 花 中生活改善センター

生 花 〟 習 字 文 化 セ ソ ク ー

手 芸 〟 着 付 主 として文化セソクー

くみ ひ も 〟 料 理 老 人 憩 い の 家 .
手 話 〟 民 謡 文 化 セ ソ タ -

短 歌 〟 土 ひね り 〟

表 10- 2-5

から明らかなよう

に,公民館は,各

棟欝座 ,粂会など

に フ ルに活用され

町民にとって社会

帝動のよい拠点 と

なっていることが

うかがえる｡だが,

婦人及び老人によ

る謙座及びその利

用状況にくらべ .

野牛によるその利

用率が低いO各百

年田の定例会 ,揺

会な どには使用さ

れているようだが.

酉年学級などの講座は皆無に近い状憤となっていることは非常に幾念な状況であるoところで安10

-2-5の誇匪その他の項目の使用率が高いことは,各種〆JL/-プ活動が活発であることを示 して

いるが ,これは公民館活動の一つの特色であるといえる｡昭和 54年度のグルーブ活動の状況は衷

10- 2-6のとお りであるが .神楽 ,手話などユ ニークな〆ル-ブもあるO

さて,以上のような学級 ,所産の開設 ,

または各種狭会や団体の活動拠点として

の政利の外,公民館が行なっている清助

には,町をあげての運動会及び文化祭の

計画 ,推進があげ られるQそして,公民

館が果たしている役割は.社会教育にお

ける文化面の働 きだけでなく社会体育の

促進という面からの活動も行なっている｡

54年度の体育行事は表 10- 2-7に

示す とお りであるが,こうした体育行啓

のすべては,体育協会 .体育相串良と文

化センターの合同企画である｡

(d)J#&
成羽町は,全国的にもまれな町江の美

術館.博物館を有し,また,文化セソタ

衣 10-2- 7 僻和 54年度の体育行事

月 日 内 容

4月29日 ソフトボール大会

5月 3日 I:ドミン トソ大会

17日 女子バ レーボール大会

7月 1日 卓球大会

7日 キヤソプ大会

8日 テニス大会

8月 19日 町円野球大会

26日 0,8野球大会

10月 7日 町民大会

11月11日 ･{L,-ポール大会

25日 晩成バレーボール大会

1月27日 町スキー教室
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-という総合的公民飽を持ち,施設的には比較的めぐまれた状闇にあるのではないかと思われる.し

かし,問題がないわけではないo先にもふれたように,腎年B]活動が活動ではなく,公民館借地の 1

つの大きな課題となっている｡また,何も公民館活動に限ったことではないが .行政の一元化を求め

る声が聞かれた｡というのは,社会教育の一環としての公民館活動つまり文部省管轄の活動と,自治

省推進の爪のコミュニティ活動という地域の連帯広也を育成することを目的とする2つの行政の流れ

が,市町村段階では一本化するというのである｡このような.国や県の段階での多元化 している行政

の一本化を求めている｡

(狩谷瑞恵 )

(3) 長姫 クラブ

(d 組綴

成羽町においても退廃化が進み,老齢者人口が人口の中で多くを占めるようになっている｡そのた

め老齢者を対象とし,独自に所肋する長野クラブの活動がさかんである.成羽町内では地区ごとに50

人前後の長寿 クラブがあり,その数は町内で 19にのぼる｡ 19の長#-クラブは ,49年から現在で

は,それぞれ一つ単独で活動するのではな く,地域でまとまり一つの連合をつくり.それを-弔位と

して活動 している｡

成羽町全体の連合会があり,弔務所は文化セソタ-にある｡

長寿 クラブの性格は生きがいのある生癌をおくれるよう(こ老人福祉を目ざしたものであるが,坂本

福寿会の発足時 (S.35年 )の規約があるので必要な所だけ掲織する｡

坂本福寿会規約

第 1粂 本会を福寿会と称 し事務所を坂本公民館Iこおく｡

第 2条 本会は会貝相互の諸問題の研究並fこ推進をはかることを目的とする0

第 3粂 本会は次の事業を行なうC

(1) 会員相互の親陸会を閃他

(2) 身心共に健駿保持につとめるために,得lこ健康診断を受ける｡

(3) 老人福祉の諸問題の研究

(4) 趣味 .し好等 ,同好会の開催

(5) 老人の生盾についての相談

(6) その他必要と患われる･7&項

第 4粂 本会は坂本地区に居住する60才以上の男女の希望者をもって組綴する｡

第 5粂 本会に下記の役員を阻く｡各位Llの任期は一年とするが.再圧を妨げない｡

会長 1名, 副会長 1名, 理事 3名 , 監事 2名 , 世話人 若干名

第14粂 経費

(1) 会焚 1年 100円

(2) 助成費,補助金.寄附金

だいたいどこの長寿クラ7'もこのような会則で成 り江っている.役員の任期は一年のところと.ニ
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表 10- 2- 8 長寿 クラブ

長寿 クラブ連合会 長寿クラブ

観 喝成 美小 泉目 名 租qPJ 東〃 中〃 酉成美 西〃 南〃 北小泉 東〃 西田原 郡山上 目 名下 目 名布 寄堤 .也吹 飴 東〃 西上 坂 木下 〃中 野 長 田〃後組

布 寄

吹 昆 -

坂 本

中 野

年のところがある｡また会野については,現在

年 500円程度の負担 となっている｡厚生省か

ら助成金 として5- 6万円の補助があるので,

連合での全予鈴が 7万 5千円 ぐらいlこなる｡

(b) 盾動

長寿クラブの宿軌 ま自主的に行われているが,

だいたい茸 10-2-9(こ掲げたような活動が

行われている｡この活動を種顛別に分けてみる

と.次のようになる｡

O革仕宿勅 両軸 .寺社 ･病院･川原 ･キ ャソ

プ場などの下草か り.竹ぼ うきをつくる｡

0番葵 植林 ,慰安

O故美 辞演会,応齢者学級への参加

ほかにグルーブ活動.つまり好きな人が数人染

まって.土ひねり,菊づ くり.盆栽 ,音楽 ,囲

耳などの活動も行われている.

全体的に盛んであり,参加者も多く.老人の

生きがいになっているようである｡近年におい

ては.参加者の死亡時 ,香典返 しという寄附の

形をとり,境宥クラブのより一層の発展と今ま

での感謝とを示す ようになっている.

㈹ 応齢者教室

社会教育の一遍として公民館活動の中で行われている,柘鈴音を対射 こ開かれている学級である.

目的は高齢者が自主的に学習すること(こより,時代f覗 応 した知払.敵益を身につけることである｡

現在では中野地区 ,小泉地区 ,目名地区 ,坂本地区におかれ,各地区とも年 6回ひ らかれている｡

対象が応齢者であるため.しばしば環等 クラブの歩加 という形をとることもある｡

(C) 課題

長寿 クラブは.自主的なクラブではあるが.老人如牡 という名目で厚生'tiから補助がでているQ

しかし本務所を文化センター,各公民虎においていることから.文部省の祉会教育 との的わりが深

く,指導員が補助をしている社会教育軒菜の一つである応齢舌教室についても,長寿クラ7'参加の

ようになってきている｡

長寿 クラブ自体がかかえる課像は.老人の全員参加でないことによるまとまりの不足.老人自体

を見ても年齢差ははげしく,それにより,趣味 ,考 え方 ,生活様式.生活経験の違いにより.全Ll

に適 した企画が難 しく.そのため充実感 を持てる盾動にな りにくい面があるということである｡ま

た,クラブ円の指導者 ,世話係の不足があげられていた｡クラブは桁尊者 ,壮語係が存在 しなけれ

ば成 り正たない｡従ってクラブ内の拍尋者 を育成するために.国や県が働きかけてはしいという声
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敦 10- 2- 9

月 範場長寿連合会 成実長寿クラブ連 合 会 下目名長貯金 下目名長寿クラブ 連 合 会 坂本福等会

4 奉仕作業 氏神様へ玉石敷奉仕作業

5 社会見学旅行 宮島旅行 金山旅行 研修旅行 グランド桜樹草 か り

6 研 修 所 演 金 下がり作業 奉仕作薬 研修旅行

7 映 画 会 滑拙作XL 鞘 演 合
健康診断 花いっぱい運動 畢仕作業

8 社会奉仕 大元八幡神社参拝 寺院参拝 研 修 会

9 町円まわり 遊 戯 会一泊旅行盆栽研究道路補鯵 物故会見の患駐法要 体育祭参加10 運 励 会 合同礎勅会 移 動教 室 講 習 会一日パスW(行

ll 社会見学 町の研究会護国神枕.参拝 移動教室 体 育 金

12 友愛訪問 老人ホ-ム魁間友愛訪問 友愛訪問 座 談 会

1 座 談 会 斬碓散会 新年互礼金 新年妥会

2 親 演 金 作品展示会 映 画 会 郷土研究会 l

表 10- 2- 10

月 小泉高齢者教室 中野前腕者教室 目名高齢者教室 坂本高齢者教室

45

6 家庭における老人の役割 老人の生きがいについて 家族と老人 家族と老人

7 社会的役割と奉仕 社会的役割 と奉仕 社会的役割と奉仕

8 社会的役割と奉仕

9 公共施設の見学 運動 しよう 健喪と運動 健康と甚助

10 健康維持と遊動 公共施設を訪ねて 吉備路をたずねて 吉備略をたずねて

ll病気と予防 老化と腫鋲 健鹿と食EEG- 飽駿と食生活

121

2 豊かな老後生活 これからの杏らし これか らの暮らし

-428-



もあが っている｡

それに加え,町の過疎化 とともに高齢者人口が増加 し,参加者が年々増加 してきている｡その中

でも女子の参加が増えているので ,女子が楽 しんで象加できる企画や,女子の指噂者の育成が急が

れる必要性がある｡

(4) 婦人会

(a) 組 織

成討町には全町を対象とする成羽町税入歯故会のもとに,各地区ごとに七つの婦人会が存在する.

成羽町細入協議会 - 成羽婦人会- 目名婦人会- 小泉村人会布等婦人会- 中野如入会- 吹鼠婦人会一 版本桐入会

構成人員は年齢に殆んど制限がないため

に,若い人から60代の人まで屑は厚 く,

中には老人 クラブとかけ持 ちの人もいくら

かいる｡

成羽町婦人協讃会の会則を掲職する0

第 l粂 この会は.成羽文化センターにfJf

務所を低 く0

第 之粂 (目的 ) この会は単位会の連結調

盤 を計 り,町輸入金の地力なる活動

を推進する｡

第 3粂 (組轍 ) この会は町内の単位輸入金の正drJ会長 をもって組紙となす｡

第 4粂 会長 1.副会長 2の役艮を恐 く｡

これか らわかるように活動の中心は単位仙人会ICあ･).自主的な活動 を行 っている｡

会現は一人年間 200円で,その他町や県か らの助成金などにより情動はまかなわれている｡

(b) 活 動

婦人会活動は消世間厘 ,健康問題 (栄養 )を考 える加入の育成を圭にめざしたものである｡ しか

し単位輪入会 により自主的に活動がなされているので.それぞれに特徴をもっている｡

成羽婦人会は,昭和 40年代の初めから 46年までの空白期間をもっている｡その間会は存在し

なかったOそれは飽 く婦人が増加 し,桐入会への参加者が液少 したこと,婦人の輪業が異な りまと

まりがつきfこくかったことなどか ら会 として江ちゆかなくなってしまったためであるO昭和 47年

に成羽婦人友の会 として再び宿動を開始するが,この時か ら,奉仕盾軌 ませず,婦人 としての勉蟻

を目的 として栖動 しているO

また吹畠婦人会では.ふるさと料邸などを作 13た り,敬老会の時の壮語をするなど幅広い活動を

している｡

婦人会の中ではグループ活動 もなされている｡現在では成羽町内に生花,柄物 ,くみひも,習字 .

料理の五つがあ り,好きな人々が染まf).活動を行 っている｡

打) 掛人学級

社会教育の一部 として行われる公民館T751動の-つであるO生宿に主体性をもち,自倍ある的人の

育成を日ざしているO現在 (S54年 )では成羽町の成羽 ,小泉 .布寄の三地域で開かれている0
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蓑 101 2- 11 婦人会の宿胸

月 寸J野婦人会 成羽婦人会 目名婦人会 小泉婦人会 坂本婦人会 布寄婦人会 吹屋婦人会

4 役 良 会 役 員 会 春植野菜の講 習 会 役 員 会

5 栄 養敬 重 役 負 金栄 巷 教 室 クラブ活動環境衛生活動 子どもの日 子どもの日を 祝 う 栄養改善教室開 講 式

6 ヘき二他医療検 診 栄 輩 教 室 栄 養教 室 レクレーシ= ソ大 会 社会研修旅行 真 血 教 室 キ ャンプ場

78 勝北ブロック合同研修A茶 洞野者学習 役 良 会 家族の人間 秋植野柴の

Aコ言 粥 係 講 習 会 清 掃 作 菜

踊りの講習会 参 加 レ′クレーション講 習 健 凍 管 理 踊 り講習会及 び 伝 達盆 踊 りに 参 加 盆 お ど り

9 地区運動会 栄 養教 室貧 血 検 査血 液検 査 老 人 慰 問 家族の髄康 敬 老 会 味そ作 り訴習 会 遊戯会参加
参 加 と巣輩料理 運 動 会 敬老の日を祝 つ

10 生 活 改 善学 習 栄 養 講 座子どもの教育研捗 旅 行 運 動 会 小 泉 地 区述 職 会 役 員 会

ll中 野地 区秋祭文化祭出 品 蛸人と健廉 役 艮 会 料 理_教 室お 花教 室 科邸講習会 バレー大会参 加

12 飽く婦人の 栄 養教 室 若 付 教 室 やさしい法 研 修 会
健 廉 講 座 お 花教 室 律 の 勉 強 (子どもの嬢)

1 地域生.hS-環境の憩扱会 役 n 会 グル ー プ 料理_誰習会 料 理 教 室 役 員 会

栄 養 教 室 宿 動 (鮎 慧 ) 消防出初式手 伝

2 都知人大会参 加 展 示 会 グル ー プ活 動 Tl付講習会 総 会 並 び研 修 会

この学級が婦人を対象にしているため,参加は婦人会で行われ.それの掛 鍵も,婦人会の理,J･;会が

相談 し,公民館が主催するという形をとっている｡如人草掛 こは助成資 として 10万円がお り,令

婦人会V-)会計に入れられている｡

また,婦人学級の中の栄養 .料理に関することは.栄養教室と合同 して行われている0
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(C)課題

嫡入会がかかえる問題点としては,五つあるグJL,-プ活動の一層の活発化を計ることと,魅力あ

る婦人会にするための企画や括勤づくりであるということだC

表 10-2-12 婦人学級の活動

局 小泉婦 人学 級 布寄 婦 人学級 成 羽婦人学 級

456789 バレー大会参加家族の人間馳係家族の健簾と栄養 婦人の藤森踊り許習会料理芙習健額と躍動 母と子の健駿づくり消費問選を考える貧血予防と血液検査

10 運動に参加 しよう 研修視察 ,子どもの教育

l l ■料理実習 婦人と健康料理実習

12 趣味と生活 子とものしつlJ

1 グループ活動をすすめる 成人病予防

(田村さかえ)

(5) だ隼田

(a)変遜

昭和 30年頃を頃に.野牛団活動は全国的に退闇転向になったのであるが,成羽町の野牛畑活動

も例外ではなかった｡しか し.表 10-2- 13が示しているように,昭和 30年代は成羽町では

胃隼田宿動がまだ宿発であったと患われる｡昭和 33年には 10団体あった百年団が,昭和 44年

表 10- 2- 13

腎年団体数 団員敬川
昭和 33年 10 265

34 7 240

35 7 193

昭和 44年 1 25

45 1 17

46 2 59

｢成羽町社会教育関係文8扱 ｣より作成

には坂本の 1背隼田だけになってしまったQと

いうのは,青年の都市への流.出による背年人口

の蔽少や団体活動への要求の汲少のため.従来

の青年団宿劫が続けがたくなったためであるo

Lかし,都市からの宵年のUターン現象ととも

に.現在では,次第に団体数 ･団員数の増加を

みている｡現在活動 している冒隼田は,El名 ･

坂本 ･中 ･吹尾の各背年別 ･青年会で,その各

団員 ･会員数は,ほぼ 20人から25人である｡

なお.成羽では商工青年団が宿動している｡と

ころで.中背年会は昭和 51年 5月に結成され,

現在の会員数は23名だそうであるQ啓の停年
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価は.10年はど前に野牛の減少 とともに自然消滅の状態となったのである｡この会への入会資格

紘,中jth区に在住する老及びその出身者で .年齢は 30才まで (3O才をすぎても全角の凍結を得

れば可 )だそうであるO

(b) 括物日的 ･内容

各 青年団の店劫を大別すれば,奉仕活動 とレクリェーショt/の 2種掛 こなるが,人数を集めるた

めにレクリェ-ショ'/主体の宿敵を行なっているのが現状であるO従 って,笛年間活動の目的も.

地区の親睦に箆きを匠 く傾向にあるOまた.中野年会のように.中畑区円のお互いの理解 をその日

的 とし,琴仕はうたっていない団体もある｡中背年会 と坂本 I与隼田の昭和 53年度宿動計画は次の

とお りである｡

ところで ,目名 ･坂本 ･

兼 10- 2- 14 昭和 53年度活軸計画 中 ･吹匿の各地城野隼田の

月 中 背 年 会 坂 本 晋 年 団

4 .旅 行 カ ーブミラー滞滞奉仕

567 町内 ソフ トボール大会参加 子どもの日鍵かり(県道 ) 天神山借用 .キ ャンプ

8 盆踊 り 盆踊 り

9 中地区逃軸会参加 敬老会 .迎劫会

10 旅 行忘年会 奉仕作菜 .旅行

ll 秋祭 り

12123 忘年会L搬 会I

表 10- 2- 15 昭和 53年度成羽町青年協議会1水菜

上部組敗lこ成羽町n',年協議

会がある｡この会は .青年

団宿劫が比較的活発な茶屋

町の腎年 との交流会 ,キ ャ

ンプ,スキー,老人ホーム

軌 調な ど.成羽町円全百年

団を 1つとした町単位の清

劫を計画 し,行なっている.

昭和 53年度の成羽町野年

協議会の都農及び決算宙は

次の とおりである｡

月 日 事 業 名 場 所 参 加 者

6月 5日 総 会 文化七ソタ- 10人

7月 9日 釣 り交歓会 下坪井沖 9人

9月 9日10日 百年交流集会 .白 政 市 28人
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表 10-2- 16 昭和 53年度成羽町青年騒JL会赫 哲

収入の部

科 目 金 額 備 考

前 年 度 繰 込 金 19.224

交 流 集 金 助 成 金(会 費 等 ) 21.600
漬 金 利 子 135

町 か ら の 助 成 金 60.000

科 目 金 額 備 考

会 哉 狸 ll,600 鹿会 .役艮会 .打合せ会等

釣 り 交 歓 会 19.000 車代 .船代等

も ち つ き 革 仕 12.400 もち米代等

(C)課魔

青年団活動は,青年のUターン現象にともなって現在もり上

収入総額 100.959円

支出総額 43.060円

差引残簡 57,8 99円

がりつつあるといっても,まだまだ啓発であるとは育い軽い｡

本来 .地区主体の団体であるがため結果力は強いはずであるが.｢会員の半数 しか集合にでてこな
い｣という声に象徴されるように,地域の連帯性が滞れ .また,現代社会の一一｢役儀向である趣味 ･

興味の多様化が進み,そのため昔年田衝動に魅力を感 じなくなっているのである0人の典生りが惑

いため .必然的に人集めのためレクリエーシヲソを主体とした盾動になるのであ り,専任的要素の

欠落という一つの問題を生む｡スポーツ ･レク.)エーシヲソなどの親睦を主体とした活軸への参加

が良いことを,いかにして学習 ･奉仕活動に栢びつけるかがJ jの課題であると思われる｡

(狩谷瑞怒)
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